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只都 大学構内追跡の 曲 査は ，まかりなりにも ，放かれた軌道の 上を歩きはしめたか ，そ 

の成果はかなりのものてあ った。 従来から知られている 資料と関連するもの 以外に，本年 

度は，弥生時代の 力形周満 哀辞 と ，平安時代の 火葬塚の発見か 庄司される。 とくに後考は ， 

考古学的に発掘調査された 初めての点 跡 てあ る。 その火葬塚を 現地保存することになった 当 センタ一の本人の 目的の一 つを 具体的に実行したものとして ， ，つ   
を表するとともに ，本官 か 海外出張のための 不在期間中に ，センター長の 職務を代行して 

下さった西川幸冶工学部教授，京都大学構内遺跡調査全会長の 亀井節夫理学部教授な       

に当 センター直宮 脇 成金委員，京都大学構内追跡調査会委員らか 本件の解決に 努力して 下 

さったことに 対し，感謝にたえないところてあ る。 

なお本年度の 調査の実施と 本年報の作成にあ たっては，また 多くの人々の 御協力をいた   
れ以外にも，小林行雄，福山敏男，杉山信二，小野山 師 の諸先生からは ，有益な 御 指導を 

いたたいた。 また， 呂内庁善 綾部，文化庁文化財保護部，奈良国立文化財研究所埋蔵 文化 

財センタコ京都旧教育委員会，兵庫県教育委員会，岡山児数台委員会，京都 旧 文化観光 

局，同日市教育委員会，倉敷考古館，服部遺跡調査団なとの 多くの機関の 方々から 御 助言 

をいたたいた。 また，兄部大学施設部，経理部， 爪務 部と各戸口部局の 御協力を得た。 こ 

こに，厚く御礼申しあ げる次第てあ る。 

  
京都大学埋蔵 文化財研究センター 長 

樋 口 隆 @ 



何 
        
口 

1  本年報は，京都大学構内で 昭市 U53 年 1 月から 同 t2 円末口までに 現場作業を終了した 埋 

蔵 文化財調査と 保存の報告，およびそれに 関する研究をまとめたものであ る。 

2  国土座標に従って 1 辺 50m の方形の地区割をし ，追跡の位置を 表示した ( 図版 1) 。 

3  層位と遺構の 位置は， 国土座標 第 Ⅱ座標系 け - 一 108,000  ノ =-20 ， 000) が ( Ⅹ = 

2,000  グ @2,000) となる京都大学 枯 六座 棟 によって表示し ， 標高の基準は 理学部地質 

学教室地階重力原点 (TP : 60.82m) によった。 方位 N は真北をさす。 

4  遺構の略号を 使う場合は， 奈良国立文化財研究所の 方式に従って ， 満 (SD), 井戸 

(SE) のように表示し ，各調査ごとに 通し番号を 1 から付した。 

5  遺物番号は本文，実測図，写真を 通して表示を 統一した。 遺跡の調査 名 であ るローマ 

                          調査ごとの通し 番号を                             

1 : 東 大医学部遺跡 A018                                                 

Ⅱ : 末大理学部追跡 ぉ E29 区発掘調査。 

fmm : 東大理学部遺跡 B 「 r32 区発掘調査。 

Ⅳ : ほ 河北殿 跡 比定地 AAl8 区試掘調査。 

V : Ⅳを除く 東 大吉田キャンパスの 試掘調査。 

( 例 11 : 東大医学部追跡 A0)18 区出土遺物 1 番 ) 

6  参考文献は，本文中に [ 若者名，発表年次 ) の形式で表わし ，本文末に一括した。 

7  遺物整理は京都大学構内遺跡調査会調査員と 調査補助 貝 があ たった。 

8  遺物の実測と 製図は， 泉拓良 ，宇野隆夫，岡田保典，吉野治雄，浜崎一志，西野素生， 

原充 ，山口理子が 担当した。 遺物の写 虫 撮影は泉 拓艮が 担当した。 

9  本文 は ，樋口 隆康 ，亀井節夫， 泉拓良 ，宇野隆夫，岡田保 典 ，吉野治雄，中城謙二が 

各章を分担執筆し ，執筆者名は 章の初めに記した。 

10  編集は樋口の 指導のもとに 岡田がおこない ， 泉 ，宇野，古野が 協力した。 
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第 1 章 昭和 53 年度京都大学構内遺跡調査の 大要と成果 

樋口軽 康 亀井節夫 

1  調査の大要 

本年度の調査は ，以下の方針の 下に実施した " まず，京都大学吉田キャンパスで ， 近い   
      過去の予備調査によって 本格的調査が 必要であ る                                                                                   

うこととした。 また，本年度の 埋設営工事予定地については ，過去の凋 査 資料が少ない 地 

点について試掘調査をし ，管路掘削方法の 指導をする。 吉田キャンパス 外の附属施設では ， 

周知の遺跡に 近い場所での 建物新宮工事について ，原因部局 ど 施設部との協力によって ， 

工事開始時に 機械で試し掘りをし ，立合調査をおこなうことどした。 

その結果，昭和 53 年度におこなった 京都大学構内の 埋蔵 文化財関係調査は ，以下の lf 件   「ては，                                                                                                                                     

理学部琵琶湖 古 環境実験施設新宮工事の 立合調査は，滋 賀県高島郡高島町教育委員会と 合 

同でおこなった。 

試掘調査 工学部電気 1 学科等校舎新宮予定地 ( 木部構内遺跡 AW28 区 ) ( 第 6 車，図版 L5la 一 d) 

環境保全センタ 一重金属処理装置 室 新宮予定地 (AY25 区 )  ( 第 6 章，図版 1-52".b)     
発掘調査 理学部宇宙物理学科等校舎新宮予定地 ( 理学部遺跡 BEZ9 区 )  ( 第 3 章，図版 1-54) 

農学部農林生物学科硝子温室改築予定地 ( 農学部遺跡 RGS2 区 )( 第 4 章，図版 1-55)     
工学部イオン 工学実験施設新宮予定地 ( 本部構内遺跡 AWZ8 区 )( 実施予定，図版 1-57)     
理学部附属 肛 @W 湖古 環境実験施設新宮工事 ( 滋 ㌍ 県 高島田」・ ) 1, 第 1 車 ) 

農学部附属高原牧場宿舎等新宮工事 ( 京都府弛波Ⅲ」・ ) ( 第 1 章 )   ( 第 1 章 )                   ( 第 1 章，                               
  



  
工学部電気工学科等校合新 営 予定地の試掘調査では ，中世の「白川 l 通」路面を検出できた。 

そのため，工学部と 施設部との協議の 結果，建物工 巾を 2 期に分けることにし ，本年度は 

「白川道」からはずれるイオン 工学実験施設新宮予定地 ( 第 i 期工事 分 ) だけを発掘調査の 対 

象とした。 また，理学部宇宙物理学科等校合 ( 合同建物 ) 新宮予定地の 発掘調査では ，平安 

後期頃 の火葬塚を検出したため ，京都大学構内遺跡調査会は ，調査会各委員と 学覚研究考 

の助言を得て ， 遺 構の保存について 中間報告を作成し ，京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一 

に提出した。 この中間報告をもとに ，センターは 運営協議会を 開催し，火葬塚の 現地保存 

を 希望することとし ，そのことについて 理学部と本部事務局の 協力を要請した。 その結果， 

建物新営は設計変更され ，遺構をそのまま 保存するという 決定が低され ， とりあ えず火葬 

塚を穿孔ビニールシートで 被い砂で埋め 戻すことになった。 そのため，最初に 合同建物の 

口」に予定されていた 理学部物理学科校舎を ，別の地区に 建設することになり ，その予定地 

について昭和 53 年 11 月 1 日から魚棚発掘調査を 実施することになった。 

以上のような 結果から，発掘調査と 試掘調査，および 概要報告の作成は 京都大学構内遺 

跡調査会に委託された。 このようにして 本年度に実施した 調査の報告とともに ，昭和 52 年 

度 に実施した医学部基礎医学校舎新宮予定地の 発掘調査 ( 医学部遺跡 A018 区，第 2 章 ), 

白河北殿 跡 比定地 AAl8 区の試掘調査 ( 第 5 章 ), 教養部エレベータ 一新宮予定地の 試掘調 

査 ( 教養部遺跡 A023.AN23 区，第 6 章 ), 木部構内排水ポンプ 新宮予定地の 試掘調査 ( 本 

  
部構内遺跡 AT27 区，第 6 章 ) の報告をもとにして ，本年報の第 1 部を作成した。 

京都大学埋蔵 文化財研究センターと 京都大学構内追跡調査会の 規約と構成，調査面積と 

期間などについては 本文末の要項に 一括してあ る。 京都大学吉山キャンパスの 地区割と土 

器の種類を示す 用語については『京都大学構内遺跡調査研究年報 - 昭和 52 年度一』を参照 

されたい ( 東 大理文研 78a コ 。 

2  調査の成果 

昭和 53 年度の調査によって ，いくつかの 新しい知見を 得たが，詳細は 第 2 章以下で述べ 

るとし，本節では ，それらを各時代ごとに 整理して本年度の 成果の全体像を 明らかにする 

ことを目的とした。 

縄文時代 北部構内では BE2g 区 ( 第 3 章 ) と ， BG32 区 ( 第 4 章 ) の発掘調査，ならび 

に現在発掘中の KG.31 区の調査によって ， 農学部追跡のひろがりが 確認できたといえよ 

う 。 縄文中・後期では ， BE29 区が川の中にあ たり， BG.32 区の中央が 旧微 高地から後背 

低地にかけての 北斜 ・面を示し， BG 紐 区の南東 隅が 前記北西斜面であ ったことが判明した。 



    

B 且 29 区の川は， 晩期に流路 な西へ 変えたらしく ， BG32 区から BEI29 区まで，その 時期 

の堆積物として 暗 灰色低いし黒褐色の 上が見られる " 

遺物については ， B3G32 区 SK2 出土の一括遺物が ， 中期末のまとまった 資料であ る。 

BE29 区では， 中期から晩期の」 ニ 器が少量あ り， 医学部電気管埋設工中の 立合調査 ( 図 

版 L64) でも， 後期中葉のこ ヒ 器が少量出土しているが ，両者とも他の 地点から流れ 込んで 

きたものであ ると考えられる。 かって，藤岡謙二郎 現 京都大学名誉教授が 縄文土器を採集 

した教養部構内の 地点 ( 図版 1-7) の西約 10m で，ガス管埋設工事の 立合調査 ( 図版 ] 巧 2) 

をおこなったが ，地表 下 i.2m までの間に表土層と 黄砂層を検出しただけで ，縄文時代の 

遺跡は確認できなかった。 昭和 52 年度に実施した BG31 区の試掘調査 ( 涼大理 又研 78a 

pp. 18 ～ 19 コ で 出土した植物 遺 休の調査と花粉分析の 結果によると ， 中期には比較的安定 

した常緑広葉樹林がひろがっていたが ，晩期には草地が 多くなり，森林がやや 荒れた状態 

になっていたことが 判明した。 さらに， この樹林の中に 落葉広葉樹であ る トチ が生えてい 

たという結果が 出ている。 詳細については 別冊として報告する。 そのほか今年度も 縄文昭 

代から平安時代までの 花粉分析をおこない ，環境復原の 基礎資料を得た ( 第 7 章 ) 。 

弥生時代 理学部遺跡 且 E29 区の黄砂上面で 弥生中期の方形周溝墓 4 基 と ，それらを 

区画する 2 本の溝を検出した ( 第 3 章 ) 。 方形周 溝 墓からは中期前菜，溝からは 中期中葉か 

ら後葉頃 の遺物が出土している。 北部構内中央の 東西道路付近にあ った 旧微 百ナ 也 [ 泉 78 コの 

                                                                                                                                                                                              BA 
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ったと予想できるが ，中期の遺物は ，今回の調査によって 得られたもの 以外には出土した 

ことが低く，北部構内に 当時の集落があ ったかどうかは 今後の課題として 残されている。 

一方医学部電気管埋設工事の 立合調査 ( 図版 1-64) で， 後期の壺と薪が 数十片， 白河北殿 

跡 比定地の試掘調査 ( 第 5 章 ) で ， 同じく後期の 純 1 片が出土した。 教養部遺跡 A023 区の 

遺物整理で， 前期末畿内 第 1 様式 ( 新 ) と東海地方の 水神字Ⅲ式が 共存することが 判明し 

( 第 6 章 1), B 居 29 区の中期の土器は 琵琶湖地方と 近い内容をもつことも 明らかになった。 

中期前英の京都市深草遺跡の 土器や，京都市岡崎遺跡の 後期の土器についても 同様のこと   
方 との関係を今後の 調査によって 明らかにする 必要があ ると考え             

古墳時代と奈良時代 本年度の発掘調査では ，医学部遺跡 A018 区で， 7 世紀前半の 

須恵器 杯と 奈良時代の須恵器 蓋 ・杯が出土しているだけで ，新たな知見は 得られなかった。 



 
   
平安時代 前期の遺構は ，理学部遺跡 BE2g 区 ( 第 3 章 ) て上坑 ，本部 楠内 遺跡 AT27 

区 ( 第 ， 6 章 2) て 幅 9.8m の南北方向の 道路面と東西の 側溝を検出した。 中期の追構は BL 

29 区と農学部遺跡 BG32 区 ( 第 4 章 ) て構や Ⅰ坑を検出した。 後期の遺構は ， BE29 区 て 

火葬 琢 ， BG32 区 て 土地，医学部遺跡 A018 区 ( 第 2 章 ) て 井戸， 柵 ，土器溜などを 検出し 

た 。 前 ・中期の遺構はこれまて 検出した 側 か少なく，今回の 月 査 結果は㎎火の 開発を考え 

るうえて基礎的な 資 柑 となるもの て あ ろう。 火葬 塚 とは，火葬をおこなった 地に方形の池 

をめくらせて 造作した 塚 てあ る。 上部か 削 平されているとはいえ ，火葬塚の全容を 知る上 

て ， この時期の遺構としては 唯一の買玉な 発掘資料てもあ り，現地 て 保存することに 決定 

まれた。 この付近に比足されている「神楽岡吉田与」と 合わせて，平安時代の 葬 地 のひとつ 

てあ った神楽岡 ( 古町 ド 周辺の景観を 復原ずるうえて ，重要な構築物てあ ることはいうま 

ても低い ( 俊 ， 3 章㌔ 造物としてほ ， AT27 区道路側溝出土の 9 世紀後葉の須恵器， BG32 

区 佳山上の 1Q 世紀後東一皿世紀初頭の 一括遺物か重要 て ，昭和 52 年度にお乙なった 上品編 

年 [ 宇野 78 コ に 迫加すへき資料てあ る。 後期の遺物は ，ほとんとの 曲 企て得ることかてきた 

か， A018 区井戸出土の 7 個体の大 若 か生産地との 関係を小す良い 資料てあ る。 す へて 完 

形に復原可能 て ，そのうちわけは ，常滑大要 4 点， 箆 削り九 % の 頃 悪質大難 2 点，格子叩 

き須 志賀太監 1 点 てあ る。 

以上のほかに ，発掘 梱 査の成果により ，京都大学構内の 遺構と六勝寺関係の 遺構とを 比 

蚊し ， 帽束 の景観形成についての 研究をおこなった ( 岡田「京都大学構内遺跡と 京・白河」 本 

年報 第 ， 8 車 ) 。 また平安時代の 文献資料と 患 跡から 鴨 束の開発についての 研究をおこなっ 

た ( 早野「 偶東 の開登」本年㍻ 第 9 章 ) 。 

鎌倉時代と室町時代 医学部遺跡 A018 区 て ， 鎌 食時代の建物，㎜ ，井戸，土器 溜 ， 

瓦溜と ，室町時代の 上呈 状遇梢 ，検出 艮 40m の 滝 ，石段状の遺構， 土坑 ，土器 溜 なとを発 

掘した ( 第 2 車 ) 。 本部構内通 称 AW28 区ては鎌倉時代から 室町時代に至る「白川道」路面と 

その北側に小川を 検出した ( 第 6 章 3) 。 また， 病院内構内電気管埋設上市の 立合 掴査 ( 図 

版 3-63) て礫 中の灰色シルト プ ロ ソク から鎌倉双期頃 の土器月を採集した。 A018 区の鎌   
                                                                                                                ・ 8 章 ) 。 遺物は A018 区の 

土器 溜と瓦 溜から出土した 一括遺物か，京都大学構内から 出 」 : した鎌倉・室町時代の 土器 
    

師器 ヘソ皿 とともに出土している。 備前焼 1 . Ⅱ期の陶器も 京都へ搬入されている 可能性が 



    

あ り，各種陶磁器の 生産地同定について 再検討する必要があ る。 北部構内ガス 管埋設工事 

の立合調査 ( 図版 1-61)BG36 区では室町後期の 石仏 2 休 と方卒塔婆 1 基が出土した。 

江戸時代 北部構内で，水田耕土とそれに 伴う柵や溝を 検出した地点は ， BG32 区北 

半， BG31 区 西北部， BE29 区で， l 日 微 高地上にあ る BG32 区南半と BG31 区 東南部にはそ 

のような堆積や 遺構は低かった。 BG31 区 東南部では 満 や上 坑が 検出され，水田とは 異な 

った 土地利用が推測できたが ，明治 20 年 測 図のⅡ京阪地方仮製 2 万分の 1 地形図 京 %1 』によ 

                                                        っ たことが判る。 本部構内では ， AT27                                                                                   

一方医学部構内では A018 区で，水田耕 : ヒと 何と溝を検出した。 遺物は， AT27 区の土 坑 

と野壺出土の 江戸末期から 明治時代にかけての 土師器と陶磁器が 良好な資料であ る。 

BR29 区， BG31 区では，水田を 埋めて畑が作られたことが 判ったが，その 年代は明治・ 

大正時代であ る。 また環境保全センター 予定地の試掘調査 ( 第 6 章 4) では，金相学実験炉 

を 置くためのレンガ 造りの土台が 出土した。 花櫛岩の切石で 縁取りし，整然とレンガが 敷 

きっめてあ り，明治から 大正にかけての 仕事の繊密さが 窺えた。 

吉田キャンパス 外の立合調査 京都府船井郡弛波町富田蒲生野所在の 農学部附属高原 

牧場は，付近に 7 基よりなる蒲生野古墳 群 と古墳時代の 散布地があ ったため，宿舎等新宮 

工事の立合調査をおこなった。 地表から 2.5m まで掘り下げたが ，地表 下に 腐植土が厚く 

堆積し ，以   l' 砂礫 層と シルト層が続 き ，遺物は発見でき 低かった。 滋 賀県高島郡高島町大 

字 永田手人 源 8 番地先所在の 琵琶湖 古 環境実験施設は ，付近に「 伝 三天子 軒 」湖底遺跡や・ 高 

島郡条里の遺跡があ ったため，施設新宮工事の 立合冊 査 をおこなった。 地表から 3.0m ま 

で掘り下げたが ，地表 下 1.5m までコンクリート 塊を含む座上、 それ以下には 粘土， シル 

ト，砂の堆積があ り， これらの中から ョシ 類などの植物遺体を 多量に発見したが ，遺物は 

出土し低かった。 宇治市 五ケ座 所在の宇治地区 は ，北に二子 塚 古墳，南に 瓦塚 古墳 と 定跡 

があ ったため，研究所実験研究棟新宮工事の 立合調査をおこなった。 地表から 4.0m まで 

掘り下げたが ，最下層が砂礫，その 上に青灰色粘土，黒色 粘質こヒ が堆積していて 遺物は出 

上 しなかった。 

地形 北部構内と本部構内と 教養部構内には ，独特の色調をした 黄砂層が広く 堆積し 

ている。 この黄砂層が 堆積を始めた 年代は，北部構内と 教養部の資料から 弥生前期末とみ 

て間違いない。 本年度の理学部遺跡 BE29 区の発掘調査で ，この黄砂層 - ヒ 面から弥生中期   
期 前 業 頃 に堆積を終えたと 考えることができる。 さらに木部構内では ，                                               



 
   

    一 建物新 営 工事の立合調査 

              
  

( 第 i 図 ) 。 砂礫 1 は高野川     
て ， 旧 河道とは高野川であ 

                                                              この 侵 

  表   @.   蝕によって生じた 段は徐々   
  @l@@ 『 少、   砂礫 T に埋まってなだらかになっ 

第 l 図 施設部給水センター 建物新宮予定地の 層位   
再び段が作られる。 現在，木部構内は 東大路の路面より 1.5 一 2.5rrl 高いが， この段差は高 

野川の伎 蝕 による投を基礎に ，江戸時代に 造成されたものであ って，木部構内には 盛 上が 

ほとんどないことを 明らかにできた。 現地形で観察できる 段もしくは急傾斜地は ，北部構 

南西側と教養部構内中央に 認めることがで き ，弥生時代以後に 高野川の侵蝕がこのあ たり   
                          縄文時代から 近世，近代に 至るまで，古田 ギ                                                                       

していたという 実体が，昨年度の 調査結果よりもさらに 明確にできたことは 一つの大きな 

成果といえよう。 このような成果をもとに ，地形や植物造林・ 花粉の分析結果と 検出した 

遺構とを合わせて ，それぞれの 時代における 人間の生活とこの 土地とのかかわりを 明らか 

にしていく必要があ る。 - 方 ，吉田キャンパス 外の遺跡との 比較をお乙ない ，他の地方と     
べるように， 鴨 束の開発を平安京の 展開の中に位置付ける 視 " から，                                                                         

[ 注コ 

㈲ 医学部遺跡 A018 区については ，昭和 54 年度におこなう 予定の第 2 次調査と合わせて 正式な報告 

書を作成する。   



第 2 章 東大医学部遺跡 A018 区の発掘調査   
東大教五部追跡と 示八病院遺跡の 間に位置する 医学部構内に ，医学部基礎医学研九室実 

験 宇 新宮工事か 刊 画されたため ， 昭和 52 年 6 月に追跡確認の 拭 掘掴査 をおこなった ( 京人 

仰文研 78ap.17 コ 。 その結果，中世の 上坂と満とを 検出したの て ， 新宮予定地仝域の 発掘 

調査をおこなうこととなり ，同年竹刀 1 日から調査を 開始し昭和 53 年 2 月 28 日に現場作業 

を終了した。 水 調査 此 は 旧 英学部研究室跡地約 1,200m, て ，鴨川乃至 而 野川と白川とか 

運んてきた砂礫によって 形成された扇状地上に 立地する [ 藤岡 78 コ 。 掘 余地域を構内地区割 

に基 ついて，構内 座柑 Ⅹ =1,290 ， 1,300 ， 1,310 の東西 力 両基準線と，グ @1,880, 1,890 ， 

1,900 ， 1,910 ， 1,920 の南北方向 基借線 とて 21 の山地区に ピ介 し，発掘を進めた ( 図版 エ ， 

第 3 図 ) 。 表土， 旧 建物基礎およ ひ 近世以後の耕」 - な 機械によって 掘 刑し，それ以下の 堆 

積層を分店発掘した。 仝休の平面図は 構内座標を割り 付けて 50 分の 1 の図面を作成し ，壁 

面層位と各遺構の 庄 細 とはその性格に 応して 5 分の 1 から 20 分の 1 の図面を作成した。 

1  層 位 

地表は梓 局 50.8m て 調査 地 全域てほとんと 平坦てあ る。 地表から 2,m 下の砂礫 店 まて 7 

層 に分居した ( 第 2 図 ) 。 基本的には - ヒ から，表土 ( 第 1 層 ), 門 灰色上 ( 第 2 層 ), 灰褐色土 

( 第 3 層 ), 暗 黄褐色 土 ( 第 4 層 ), 貢 茶褐色土 ( 第 5 層 ), 黄 灰色 土 ( 笏 ， 6 層 ), 砂礫 ( 第 7 層 ) 

てあ る。 第 1 屑は旧建物の 基礎を合 さ 現代 居 て， コンクリート 基礎の下から 栗石に転用し 

た室川 後期の石仏か 約 10 体 出土した。 第 2 .3 居は五世以後の 水田耕土・床土居 て， y= 

1,915 付近 て 投をなして 西へ下 かる。 第 3 層は枯 竹の ト居 ( 第 3a 届 ) と砂質の下層 ( 第 3b 

居 ) とに分けることかてきる。 免 ， 4 屑は前述の段の 高い部分すなわち 胴査 地域の束 平 にあ り   

室町時代の造物を 包含する。 西平ては第 3 層の下てすく 第 5 届か検出てきた ( 第 2 図南畦 

0 層位 ) 。 第 5 店は冊 査 地域のほほ全域に 存在する土居てあ る。 上山は平坦てあ って，第 

6 .7 屈の凹凸をならすよ                                                                                                                               

時代の遺物をおもに 包含する。 第 6 層は砂礫届の 凹地に堆積した 上層 て，                               

若干包含する。 平安前期には 遡らない。 第 7 届は高野川系の 砂礫 届て ，平安時代 頃 ては， 

                                  と 高野川の合流点、 より北に位置していたことかわかる [ 藤岡 78p.40 コ。 砂 

礫 層の上面は y=1,918 付近 て 急傾斜をなすか ，そのほかの 所 ては緩やかな 傾斜 て西へ   
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第 2 図 南 蹄 ( D  と 四壁の店付 

かる。 砂礫 層 上面は高い所 て 49.7m, 低い所 て 48.8m てあ る。 以上の層位のうち 第 4 層は 

試掘 凋 査の赤禍白土 に ，第 5 層は同じく黄禍 色上 に相当する。 

2  遺 構 

検出したおもな 遺構は，」早臥遺構 (SA レめ ， 柵 (SA3 ～ 5), 娃物 (SBl ～ 9), 咄 (SDI ～ 

6), 井戸 (SEI ～ 8), 七坑 ・土器 溜 ・凡僧 (SKl ～ 16), 石投 状 遺構 (S Ⅹ 3), 集 七通 梢は X 

レ 2 。 4) てあ る。 ( 図版 2-1, 第 3   21) 。 

平安末期 一 鎌倉双期の遇 構 は， SA4.5, SB4 ～ 9, SD5, SKl6 て，そのうち 曲 

査 地域の申 央 にまとさっている 井戸 SE,f ～ 8, 柵 SA5, 億 Sn5, Ⅰ 器溜 SKl6 は相互に関 

通 する 迫構 てあ る。 鎌倉中期 一 後期の遺構は ， SA3, SB2.3, SD4, SE4.5, SKl2 ～ 15, 

SX4 て ，うち調査地域東部の㎜ SA3, 建物 S 軽 2.3, 井戸 S いる は，方位を真」 ヒ から 束へ 8 。 

振るひとまとまりの 点 構 と考えている。 室町前期の遺構は ， SA レ 2, SBl, SDl ～ 3, S 民 

2.3, S 又 5 ～ 11, SXT ～ 3 て ，このうち土塁 状 遺構 SAl.2, 満 SDl ～ 3, 建物 SBl, SAl.2 

の 中央に並 ふ 土城 SK5 ～ 9, 石段状 迫枯 SX.,: は 方位を貞 此 にするひとまとまりの 遺構てあ 

る。 室町中期の遺構は ， SEl, SKI ～ 4 て ，この時期以後は 近世の水田に 伴 う 南北方Ⅲの 

柵 以外に通構を 検出していない。 以下遺構の種類ことに 概略を紀 す 。 
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上空 状成構 SAl は 幅 31n, 局さ 0 ・ 5m, 長さ 40m 以 卜の土塁 状 遺構 て ， 満 と掘り込 

みによって造り 出されている。 方位は真東西。 グ =1,890 以東 て 南にひろかる 壇に接続し， 

ア @=1,900 以東 て再ひ 土塁状の道 構 となっている ( 図版 2-2) 。 ア二 ㍉ 910 より東には続か 

ない。 

SA2 も SAl と同様の幅 3m, 高さ 0 ・ 5 皿の」 - 塁 状 の追惜 て ，方位は真南北。 良さ 8m   
柵 SA3 は方位を真北から 東へ 8 。 振る 3 列の掘立性別てあ る。 柱間 は 1.4m 。 3 列か 

同時に存在していたものてはない。 SB2 に伴 う施 没と推測てきる。 

SA4 は SX4 の丁て検出した 掘立杵の柵または 建物 て 柱間は 1.gm てあ る。 

建物 S Ⅲは 径 0 ・ 巧 mm の礎石を伴 う I 間 X 2 間の建物 て ，柱間 は 0.gm 。 方位は真北 

てあ る。 

SB2 は 径 0 ・ 2m 前後の礎石を 伴 う 東西 3 間の建物 て ，南北は 5 間まて確認し ，建物の西 

側 1 間分の肋に半間の 張出しかあ る。 柱間 は 2.1m 。 方位を真北から 束へ 8 。 振る。 

SB3 は 径 0 ・ 2m 前後の礎石を 伴 う 1 間Ⅹ 3 間の SB2 と同様の建物。 

S ヨ 4 ～ SB7 はⅢ 査 地域の西南隅に 重複して検出した 掘立柾の建物群てあ る。 方位を真」 ヒ 

から 東ヘ ダー 8 。 振る。 柱間 は SB6.7 か 2.1m て ， SB4.5 は 2.4n,L てあ る。 

SB8 は掘立 柱の 1 間 四方の建物 て ， SX2 の了て検出した。 力位を真北から 束へ 5 。 振る。 

柱間 は 1.gm 。 ， 

SBg は掘立 住め l 問 x 5 間の細長い建物 て ，方位を典 北か                                                       

桁行には 1.4mn  または 1.6m                 

咄 Sml は SAl の北側を東西にはしる 満て，幅 3m, 伏さ 0 ・ 5 一 0 ・ 8m, 良さは 40mn 

以上てあ る。 y==1,910% むて伍の底 か上 かって終わる。 SAl 側の前世は正直に 近いか， 

北壁は崩れて 緩やかな斜面をなす。 その斜面に北側から 投け込まれたように 径 0 ． 2m 前後 

0 機 か 集中している 所か 2 ケ所 あ る ( 図版 2-2, 第 3 図 ) 。 

Sn2 は， SAl                                                                    方位は Sml と同してあ る。 

アー 1,876 以内約・ 5m まて検出した。 

Sn3 は SAl に直交， SA2 に並行し， SD2 を切る南北の 仕て，幅 3 Ⅲ ， 深ざ 0 ・ 5m, 

SAi 石 北端とし 南へ Ⅱ・ 5m まて検出した。 方位は真北 て ⑧ m)l と 同様に」 巴 杖道 構 と反対 

の側から 礫か投 け込まれている。 

SD4                          床 さ 0 ・ 4m の南北にはしる 溝て ， SA3 と SE5                                               
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の束 半を区画している。 方位を真北から 東へ 4 。 振る。 

SDR は SKl6 の丁て検出した L 三彩の 拙 。 断面は V 字形 て 方位は SD4 と同してあ る。 

井戸 SEl は SAl.SDl を切る 掘形径 1.5m, 内径 0 ． 7m の円形 石細 井戸。 井戸底は 

標高 47.1m 。 石 絹は円筒形を 与する。 

SE2 は SAl に切られる 掘形径 2.0m, 内径 0 ． 7m の円形百組井戸。 井戸 底 の 沖乃は 47. 

6m 。 石 紺は検出血から l ツ m 下にあ り， 2 ヵ年 3 段遺存していた。 

SR3 は SAl に連なる垣に 切られる 掘形径 2.6 皿， 内径 0 ・ gm の円形 石 細井戸。 井戸 底 

の梓向は 47.5m 。 百組は瓜のほうて 少しす ほ まる。 

SE4 は S 召 2 の礎石の下 て 検出した井戸 て ，構造は SE2 と同してあ る。 

SE:5 は Sn7 を切る九戸 て 上辺 3.5m の正方形をなす。 3 段に掘り込んていて ， 第 1 投 

0 束壁と 南壁 に沿って百列かあ る。 井戸 底は棚局 48.0m てあ る。 

SE6 は SE7 を切る堀 形径 2.lm, 内径 1.0m の円形方組井戸。 井戸 底 の博高 は 47.6m 。 

石 紐は円筒形たか ， 底 1 段の枠石たけ 届 艮の石を用いて 方形に組． む ( 図版 3 Ⅰ ) 。 

SE7 は折形 径 2.1m, 内径 i.0m の円形方組井戸。 底の柑 局 47.8m, 方組は底のほう   
SE8                                                                             

戸て，                                                                                             

7m てあ る。 約 7 個体分の中世陶器の 破片と機と   
  

土坑 SK4                                                 

土塊 て ，上部に集 石を                                               第 4 図 工 坑 SK4 の L 部築石 

兄 形の瓦器土鍋と 土師器 皿か 出土した ( 第 5 図 ) 。 

は SAl の中軸上 - にあ る 七坑て ， 

SK5 と SK6 とは 径 0 ・ 5m 前後の礎石様の 石を伴 

う。 両者の石を結ふと ，その方位は SAI と同じに 

なり，またこの 南は SAl に連なる壇の 部分にあ た 

ることから   ヒ 里に伴 う 門の礎石の可能性かあ る。 

SKlI は良さ 4.5m, 探 さ 0.2m の下面 か 瓢箪   第 5 図 土坑                               



Ⅰ 2   
回線の 驚 1. 個体 分 が細片で出土 - した ( 図版 3-3) 。 2 つの上坑の重複かもしれない。 

土器 溜 SKl は Sml を切る長径 3.5m, 深 さ 0 ・ 5m の楕円形の土塊 で ， 東 肩ははっ 

きりしない。 多量の土師器 皿と 男形の軒丸瓦Ⅰ点とが 出土した。 

SK2.SK3 は， 当初 掘形 が判らず i 個の土器 溜と 考えていたが ， 発掘の結果 径約 lm 

                                                                  値 であ ることを確認                                                                                       

その                                                                 

SKl3 は 艮辺 1.5m の長方形の土城 で ，多量の上部 器 Ⅲが出土した。 

SK14@@@SK15                             深さ 0 ・ 1 ～ 0 ・ 2m  の柱穴 状 の立坑 で，                                                   

                                                                                                              3 一 4)0 

SKl6 は 3.5mXi.5m の不定形な土器 溜で ， 掘 形は検出できなかった。 土器は主とし 

て土師器 皿 であ る ( 図版 4-1) 。 

瓦溜 SKl2 は 3.5mX2.0m,                            の長方形の土塊 に， 瓦をまとめて 埋めた   
放棄されて間もない う ちに埋めたものであ る ( 図版 4-2) 。 

集石 遺構 SXl.SX2 は SAl の面壁ぎわに 集められた 径                                                     厚さ 4 一 りくり Ⅰ l) 

SX3 は 径 0 ・ 5m 前後の河原石を 南から北へ少しずつ 高 く 抵 るように並べた 石段状の遺構 

で，北端の石は SAl に接している ( 図版 4-4)0 

SX4 は幅約 0 ・ 7m の石敷で，南北方向に 帯状にひろがる。 

3  遺 物 

コンテナ 168 箱 分の遺物が出土した。 大量の完 形品 があ り， 現在もなお整理中であ るた 

め ，このうち土器・ 陶磁器の主要なものを 遺構別に，瓦は 別にまとめて 記述する。 

Su,8  Ⅱ。 世 陶器 大控 7 個，須恵器長頭重 1 個 ， 須 悪質大平体 1 個 ，土師器Ⅲ細片少量が 

出土した ( 図版 5) 。 Hl は口径 2gfIn, 胴部 最大経 48 ㎝， 底径 15 ㎝，高さ W. ㎝の常滑大喪で 

あ る。 目縁端部をやや 上方につまみ 出し， 横 撫でを施して 面を作っている。 岩壁は赤紫色 

に発色し， 口 頸部と肩 部 に淡黄緑色の 和がかかる。 T2 は口径 28 ㎝， 胴部鼓 大経 50cm, 底 

部 径 l5cm, 高さ 65 ㎝の 大乎 であ る。 口 縁端部は凸帯状に 肥厚する。 胴部 全面に格子叩き 

を施し， 口 頸部の調整は 横撫でによる。 胴部 と頸部の接合部内面を 帯状に削る特徴があ る。 

焼 ぎは軟質で， 岩 壁 は淡 褐色を呈 ず 。 器 形と叩きと押縁部の 肥厚とは香川県十滴 山 窯の製 

品 ( 森 ・伊藤 71 コに類似している。 T3 は口径 29 ㎝，祠部最大経 48cm, 高さ 62 ㎝の大喪で 



      

あ る。 底部は丸 底で径 約 20r.m 。 口 縁端部はわずかに 外 反して薄くなる。 調整は胴部外面が 

箆 削り，内面が 刷毛円であ る。 服部と底部の 境に， 胴 部を削る時生じた 粘土の残りが 帯状   
呈す 。 T4 は口径                                                                                             底部は丸 底で径 20Cmn. 、 r3 と同じ 産 

地の人 姿 であ る。 13.4 は 本 遺跡周辺では 京都 卍 常盤 井 殿町遺跡 SK40 Ⅱ同志社調査会 78 

図版 1) に類例があ る。 そしてロ縁端部の 形状は岡山県大内東山雲仙出土品 ( 真 壁 66 図Ⅱ 

に， 胴部 と底部の境の 特徴と， 胴部 ど頸部内面を 帯状に削る特徴とは 岡山県大が池 南窯比 

                                                                                                          備刊 乃至その周辺と 考えることができるが ， 

今後更に検討を 加える必要があ る。 r5                                                                                      底部 径 9.5 ㎝ ， 

高さ約， T5 ㎝の須恵器の 長頭 壺 であ る。 肩の張りが弱く ，脚部が直線的に 底部につながる 器 

形で，須恵器の 長 頸壺 としては退化した 形態をしている。 

以上のほかに ，常滑六 %3 個 と ， 口 縁端部の肥厚しない 頃 恵質 大平体 1 個が出土してい   
S く i6  世」遺物の大部分は 土師器℡ て ， ほかに瓦器， 褐杣 陶器も少 巨 あ る ( 第 6 図 ) 。 

T6 一 m は」 師器 ℡ て ， T6.7 は目縁部外曲 に 2 段， T8.9 はⅠ段の横 抑 てを施し， r7 一 

9 は 口 縁端部に面取りをおこな う 。 T6 一 8 は口径約 15 ㎝， 19 一丁 f は l0cm 弱 てあ る。 

T6.9 は 佼 褐色， 17.8.10 ・ 11 は 明 褐色てあ る。 rl2 は回線端部 か 休部に対して 直角を 

なず細屯質人平体てあ る。 1 ㍑は 口縁部か 直立し，水平な 鍔 かつく瓦器羽釜てあ る。 1 Ⅱ 

・ 15 は瓦器 椀て ， 口径は約 巧 cm, 目縁内向に 1 条の凹 線 かあ る。 休部内面に 箆 磨き，外面 

    

 
 

  

  
  10cm 

第 6 図 土器 溜 SKlf 出土の土器 



14   
上部に粗い 箆 磨きを施す。 115 には見込       { 
百重 で ， 口径Ⅰ lcm,                                                         

まみ出ずように 回禄 部 なっくる。 頸部 と   
壺 をはじめとして ， 東 大病院遺跡 AF Ⅱ   

        10cm   
第 7 図 井戸 SK5 出土．の土器 SE5                                                                                                             た T18 一 25 はⅡ   ち し の う 119 以外はすべて 回線端部 

，つ 

H ㎝， 121 一 25 は gcln 弱であ る。 119 。 
10cm 

                                                  18 。 23 は 明 初色， T20 ・ 

第 8 図 上米酒 SKl4                                   る 117 

綾部に水平に 鍔がつく瓦器羽釜であ る。 SKI6 と比べて土師器 皿 全体の口径が 小さくなり， 

目縁 沖 1 段 横 撫でと平底の 底部が多くなる。 平底が一般化することは ，板状の台の 上で製 

作することによるものであ るが， この手法による 板状 圧 痕は少なくとも 平安後期に遡る。 

SKl4  土師器 皿 だけが出土した ( 第 8 図 ) 。 すべて 口 緑郎上段 横 撫でを施す土師器 

皿で ， T26.27 は口径約 12cm, 128.29 は約 gcm, 130 ・組は約 7cm であ る。 T26.27 は目縁 

端部に面取りを 施す。 126 一 29 は 明 褐色， T30 。 31 は白色であ る。 T30 ・ 31 はいわゆる へソ 

℡の初期の J は 態であ る。 京都市常盤 井 殿町遺跡 SK305[ 同志社調査会 7m 第 2 図 コと 同じ 内 

容 であ る。 

SK11                                             
    

,@,@@0 I@36@t   ，                                                                                             

第 9 図 土 ． 坑 SKll 出土．の     l     器 撫でを施す。 T32. 認は口縁端 



遺     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

10cm   
第 10 図 土器 湘 SK2.SK3 出土の土器 

耶 をつまみ上げ ， T3f は面取りを施す。 135 は拙生が薄く 底が平らで， T37 は底部中央が 

少し盛り土 - がる。 T33.34 は 明 褐色， T35 は 淡 褐色， T32.36.37 は白色であ る。 T38 は白磁 

椀で ，休部はやや 内鸞 ぎみに立ち上がり ，目縁 部は外 反する。 軸は底部を除く 全面に施す。 

SK2.SK3  土師器 皿 ・ 椀 ，瓦器小腕・ 羽釜，陶器が 出土した ( 第 10 図 ) 。 土師器 皿は 

139 一 41 が口径約Ⅱ cm, 143 一 47 が 7 一 8 ㎝であ る。 T 蛆を除き口 絃 邦に 1 段の横撫でを 

施す。 144 は回線 部つ まみ上げで， 底部中央が大きく 盛り上がる典型的なへ ソ ℡であ る。 

141.46 は 指 押えによって 休部が覚反し ，底部中央が 盛り上がる。 142 は口径 14 ㎝の土師 

器 の 鍔 竹林で白色を 呈す。 T48 は口径                                                                                                               

                                                                            49 は瓦器羽釜のミニチュア ， T50 は 内 傾する                               

向きの鍔がつく 瓦器羽釜であ る。 151 は淡緑色の杣を 内外面 に 施した瀬戸 皿 ， 152 は休部 

下半に 箆 削りを施した 猿股片口 鉢 であ る。 涼大病院遺跡出土の 皿 A 。 0 期・ B 、 o 類 ( 宇野 78 コ 

時期の資料であ る。 SKl では皿の口径に 13.5 ㎝， 12 ㎝， 10 ㎝ ， 8 ㎝の四種があ り， また 

目縁端部を つ まみ上げ低くなる 土師器Ⅲが出土している。 本 遺構よりやや 新しい。 

五 軒瓦と平・丸瓦が 多数Ⅲ上した。 こ 乙では軒瓦のうちおもなものを 取り上げて記 

述する ( 図版 6) 。 軒丸瓦は丸瓦部面面と 正当裏 面の調整，瓦当裏 面と丸瓦部の 接合部の形 

態で分類できる。 T53 は丸瓦部面面に 細口の叩き 痕 ，瓦当裏 面には箔を押しっける 時の指 

圧痕 が明確に残り ，接合部は鈍角を 低しなだらかであ る。 T54 は丸瓦部凸面に 撫で調整を 

施すが縄目の 叩 き 痕が若干残り ，瓦当裏 面は指圧痕を 撫で消していて ，接合部は鈍角をな 

ず。 T55 は，丸瓦部山面が 削り，正当裏 面は平滑で，接合部は 削り取りによって 直角をな 

                                                                                                                                                                                  る 。 T56 は，平瓦部 凹 



    
面ど瓦当面に 粗い布目， 凸 而は凹凸の残る 粗い撫で， 顎部 の 幅 約 1 円㎝であ る。 157 は， 

平瓦部凹面と 瓦当面に細かい 布目，凸面は 撫で， 顎部 の 幅 約 1.6cm であ る。 159 は平瓦部 

凹面に細かい 布目，凸面は 削り， 顎部 の幅 1.gcm であ る。 

153 と 156 は対をなし，平安末期から 鎌倉初期の申失官 衛系 瓦屋の製品であ る ( 上原 78a 

p Ⅱ り 。 154 と 157 は 瓦溜 SKl2 出土の瓦で， ほかに同様の 技法をもつ 中 房に「 卍 」 字 文を 

置く蓮華人軒丸瓦や 唐申文 軒 平瓦があ る。 法性寺出土 例 [ 浪貝 77 コ や 建仁寺山」，例からみて 

鎌倉時代であ る ( 東 大胴査公 77p).34 コ。 T55 と T58 は，胎土と焼成からみて 対をなすもの 

であ る。 珠 支持のあ る菊花文は四天工手に 類例があ る [ 文化庁 76p.63 コ 。 出土した遺構の 

年代からみ、 て ，室町前期の 瓦であ ろう。 以上の軒瓦の 変遷は文様も 含め漸次的なものであ 

り，中央宿衛 系 瓦窯が規模を 縮小しながらも ，室町前期まで 存続していた 可能性を示して 

いる。 

4  小 結 

今回の調査で ， 完 形の土器が数多く 出土したが，その 多くは土師器Ⅲであ る。 土師器Ⅲ 

を中心に遺構出土の 一括遺物を考察し ， おおよその編年を 考えた。 SE8 と SKl6 を平安 

末期～鎌倉双期， SE5 を鎌倉中期， SKl4 を鎌倉後期， SK Ⅱを室町前期， SK2.3 を室 

町中期と考えている。 これらの一括遺物は、 鴨東 での鎌倉時代と 室町時代の資料として 貞 

垂であ り，院政期におこなわれた 川東の開発が ， 中世に展開する 様相を知るうえでの 基礎 

資料となる。 この年代の把握によって ，今回の調査で 出土した遺構が 室町前期を境として 

方位を変えることが 判った。 室町前期と江戸時代の 遺構は真北をさすのに 対し， 鎌 食後期 

以前の造構は 方位を真北から 東へ約 8 。 振る。 院政期の開発地域内にあ る京大病院遺跡の 

ほとんどの遺構はほぼ 東北をさし，上白川扇状地上の 京大農学部遺跡の 遇構は方位を 真北 

から 束へ 振る。 したがって， 木 遺跡での方位の 変化は，個別の 追跡の問題より ， 鴨束 開発 

すなわち，平安京とその 周辺との関係の 問題として理解できるであ ろう ( 第 8 章参照 ) 。 

個別の遺構に 関しては井戸と 土塊について 考察した。 井戸底の標高が ，平安末期 一 鎌倉 

前期は約 47.7m, 鎌倉 中 ・後期約 47.5m, 室町中期は約 47.1m と低くなり，徐々にでは 

あ るが地下水位が 低下したことが 判る。 某と 考えている遺構は ，室町前期の SKll から室 

町中期の SK4 という変化， 上 - 誌溜も平安後期の SKl6, 鎌倉後期の SKl4.15, 室町中期 

の SKl ～ 3 という変化が 考えられるが ，今後の比較検討が 必要であ る。 

なお，瓦について 京都大学大学院考古学専攻上原真人氏から 御 教示をいただいた。 



第 3 章 涼大理学部遺跡 BE29 区の発掘調査   
1  遺跡の立地と 調査経過 

本調査は，理学部合同建物の 新宮に先立つ 事前調査であ る ( 図版 1-54) 。 昨年度， 建物             その結果 TP4 にお 

いて，地表 下 1.5m 以下に堆積する 黄砂層をはさんで ，その上には 平 女時代から 鎌 食時代 

の 清拭遺構を， 黄砂層の下には ， わずかながら 縄文土器を包含ずる 粘質 」 r 屑を検出した 

( 第 Ⅱ 図 ) 。 他の試掘 坑 でも同様の層序であ った。 取り壊す予定の 宇宙物理学教室棟は 地階 

をもつため，その 部分の遺跡調査は 必要がないとみなし ，地球物理学・ 数学教室 棟 との 問 

の 空地のみ発掘調査を 実施することにな   た                 

                          大正 6 年に京都大学に 施入された                                                                                                                   

をはかるが，元来白川扇状地の 末端で， 微 両地が最も西に 張り出した部分にあ たる。 従前 

の調査では，北部構内における 奈良時代以降の 遺構として， BG3f 区における平安後期の 

瓦溜 ( 東 大理文机 78h コ ， BE33 区で発掘された 東西 満 [ 末大調査会 77 コ などがあ り，先史時 

代追跡のうち ，大正 12 年に浜田耕作が 発見した縄文時代遺跡はお F32 区 @ ㎡梅原 23, 島田 

24), 昭和 48 年に発見の縄文後期の 配 石 遺構 ( 中村 74a, 泉 77 コ は BD35 区にあ たる。 この               
                                                                  醸 A30  区 一   
比較的まとまっ                                           

  
( 図版 1-6) 「 n@ 村                 吏 50m   @  一一一一       ""   "" 一 " 一 ""." 」 

l 表 上   
生前期とみられる 土器の底部が 2 円、 ば 2  百灰色耕土 8  黄砂 

3 黄 灰色上 9 灰褐色 粘質砂 

かり採集されたことがあ った ( 図版 i- 4 赤禍 色 上 叩 礫 温情灰色Ⅱ 

5 暗褐色土 4     2 m 

                                予定面積が 501 ㎡ ， 第 Ⅱ 図 TP4 北壁の層位 

17 



18   
7 月中に表土掘削およ ひ基 千月 投宙 作業を終え， 8 月 i Ⅱより発掘作業を 開始した。 第 2 

検出面の造 構 発掘を終えた 8 Ⅱ下句の時点 て ，火葬 塚 と推定される 遺構について ， 当 セン   
              予定していた 建策， @ ㎜を大幅に支出し ，縮小面積分を 別に建設することによ って 

本 遺構をそのまま 保存するという 結論に達した。 たたし保存の 対象となる ?.2.5 ㎡を除く周   
      ち 遺構を穿孔 ヒ ニールシート て 覆って砂を入れ ， 10 Ⅱ 7 ロ，現場作業を 完了           

2  層 位 

発掘区画 壁 北部 (CD 問 ) と古 生 東部 (EF 問 ) の 層 位を図示する ( 第 12 図 ) 。 現地表面は標 

高 62.4mn 前後てほほ平坦てあ るか， 西北端のみ高い 押上部分にかかり ， 0 ・ 6m は との 段 

かあ る。 第 2 層とした 典 灰色砂は，大正 6 年にこの土地か 京都人 キに 施入された直後の 整 

地のために入れられたもの て ， これより上を 表土とした。 第 3 , 第 4 層は租作土 て ，前者 

は畑作，後者は 水田耕作に伴う 上てあ る。 幕末から明治維新にかけて ，土佐山内篇 東 屋敷 

かこの地にあ り，水田から 畑作への転換はその 時期を介してのものと 思われる。 機械力に 

よる掘削はこの 第 4 層まてとし，以ドを 分 層 発掘した。 第 5 層 ( 黄褐色土 ) は，水田の床上 

となっていた 上層 て ，近世初期の 客 - ヒと 考えている。 第 6 層 ( 赤 褐色土 U は室町時代中頃 ， 

第 7 層 ( 暗褐色上 ) は室町時代初め 頃 の堆積てあ るか， ともに平安時代の 追物も多数出土 

する。 第 8 層 ( 黒褐色土 ) は黄砂 ( 第 9 層 ) の上にのり，黄砂の 再いところては 厚みかなく灰 

褐色を巳 し，                                       五 する。 出ヒ ずる遺物は， g lU 紀を中心とする 平安前期の   
て ，北部構内から 本部構内にかけて 広く堆積し，遺物は 含まない。 弥生中期の力杉岡清夏 

か ， この層を掘りこんて 営まれている。 第 8 層と第 9 層との間には 大きな年代 差 かあ り， 

平安時代の初め 頃 にこの 地 かかなり 刮 平されたと考えている。 第 ]0 層 ， 第 nl 届はやや 粘質 

を帯ひた上層 て ， 縄文後・晩期の 土器小片 か 若干出土した。 したかって， 第 9 層の曲 砂 

              縄文晩期から 弥生中期まてのものてあ ることは 硝芙て ， しかもすてに 述 へたよ 

， つ @%  ， 付近の黄砂直下からは 畿内弟 1 様式 ( 新 ) の弥生土器 か 出土しており ，かっ今回発掘 

した方形周溝墓に 伏臥された弥生土器 か第 Ⅲ株式まては 降らないことから ， この黄砂層は 

弥生前期末から 中期初めというこく 短期間の氾濫による 川積 てあ る 円能 性か強い。 第 12 層 

は 黄砂 て ，第 9 層と同質のものてあ る。 第比届は 柑子の祖 い 白砂，                                                       



層 位・ 遺 枯 

  
63 m   

  
    62m ・ 一 

  一   

GO " 山 

5gm 一 "       
  

    
        

  

                      
% 計 2 図 pl i 竜 C 上 ) と @ お酢 @n@ 層位 

第 14 屈までは著しく 磨滅した縄文上界片を 出土している。 

3  遺 構 

第 1 検出面の遺構 SAl ～ 7 は第 3 層の耕土に伴う 柵であ る。 1 週 0 ・ 2 一 0 ・ 25m の方 

形の掘形に丸太を 立てて柱とし ， これを 2.73 一 2.79m の間隔で東西方何に i 列に並べたも 

のであ る。 方位は真北から 14 。 一 15 。 束に振る。 SAl ど SA2, SA3 と SA4, SA6 と SA7 

はそれぞれ立て 替えたものと 忠 われる。 これらより上にも 同様の遺構が 存在した痕跡があ 

るが， 擾 乱を受けた部分が 多く ，別 として確認できるものはなかった。 東 大病院遺跡 AB 
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策仏国策 ェ 検出面の遺構⑭ 斗線 部分は近現代 撹乱 ) 

15 区， AF].4 区， AHf7 区などでも同様の 遺構を発掘しており ( 東大調査会 77, 東 大理 文   
Sml ～ 5 は， 幅 0 じ @ SDl と SD2, 

SD4 と SD5 はそれぞれ間隔 2.6 一 2                                                                                                                             

近世初期の遺構と 考えている。 性格はよくわからないが ・」 ， 対 ・になることかり "  ，」 一 ね ら " え ど唄 @ @   
                                                                                  な マウンドを呈するこ ヒ坑 

        
  
    

第 14 図 3 「 坑 SK] の断面                                                                                                                         ものと 考   
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第 15 図第 2 . 第 3 検出向の 辿構 ( 平面図の斜線部分は 近現代 掩 古し )   
  

                                                    層 黒褐色」 L 而 ては， 溝 SXDl と SXD2 とからなる方形 遺 

構 SXl のほか，土城 S Ⅱ 溝 SD6 ～ 8 を検出した ( 第 i5 図㌔ SXl は， 幅 0 ・ 8m, 深 

さ 0.2m の 外満 SXD2 か 方形にめくり ，その内側中央に 幅 2.4m, 探さ 0.9 ～ 1.Om の内 

浦 S Ⅹ Dl を掘ることによって ， 正 四角錐台状の 土壇を造り出している。 平面形は正方形 

を基本とし，杣方向は 典 此 に対して 約 15 。 東ヘ 振る。 外咄 はその両辺 か 既設建物によって 

破壊されて 甜認 てきないか， 1 辺約 I5m 四方の区域を 画する。 内 構はその外辺 か 1 辺 7.8 

m の正方形をなし ，中央の上壇は 基底面ては 4.8m 四万，上面 て 3.0m 四方をはかる。 遺 



    
  Y=2473     

いて， ここ に何らかの施設があ った   
                                        千の マウンドを有して た た も の と 老 え もっとも基底 

第 ]e 図 -@,. 坑 SK2                 
高いものではなかったであ ろう。 内浦の 埋土は少 低くとも 2 層に分けることができ ，一度 

埋まった後に 掘りなおされた 可能性があ る。 上層からは鎌倉・ 室町時代の造物を 多く出土 

し，下層は平安末から 鎌倉時代にかけての 遺物が中心で ，平安Ⅱ @ 以前に遡る : ヒ器 類も含 

む。 出土遺物から 良好な資料は 得られなかったが ，遺構の年代は ，平安末から 鎌倉 持イ   憶に 

かかる頃 に築造され，室町時代初め 頃 まではその形状をとどめていたと 考えている。 その 

性格については 類推の域を出るものではないが ， 後 節で考察するように ，その形態的特色 

から貴人の火葬所 跡 に営まれた「火葬 塚 」ではないかと 考えている。 なお S Ⅹ D2 を 完掘 す 

るため，発掘区の 西端を若 -l- 拡張した。 

SK2 は， SXl の北辺に沿 う : ヒ 坑であ る。 東西方向に 3.1m の長径をもち ， 2 段に掘ら 

            上半では深さ 0 ・ 8m をはかる。 南側を SXD2 に切られる                                                               

込みは SXD2 に・平行しており ， SXl が築かれた後に SK2 を設けたとみるべきで ， SXD2 

より ヰ - く 埋められたと 考える。 中位の探さに ぅ すく礫を詰めており ，人為的にこの 土塊 を 

埋めたとみる。 したがって栗城であ る可能 ヰ 生があ る ( 第 16 図 ) 。 

SK3 ～ 6 のうち SK4 を除いて他は SXl の満に切られる。 いずれも 0 ・ 2 一 0 ・ 3m の探さ 

でほとんど遺物もなく ，性格はよくわからない。 

Sn6 ～ 8 は上記遺構 群 とは年代を異にする 溝であ る。 いずれも深さ 0 ・ 05 一 0 ・ lm と浅い。 

このあ たりは黒褐色土の 堆積がご くぅ すいため， SXl などと 同面 で検出できたが ，出土し 

た遺物は，土師器，黒色土器， 緑袖 陶器，須恵器など ， 9 一 10 世紀を中心とする 平安時代 

前半の特徴を 示すものであ る。 

第 3 検出面の遺構 SXl を 発掘した状態のまま 保存することになったため ，その範囲 

を 除いて第 8 層を掘り下げ ，黄砂上面で 検出した 溝 @   D9                                                               
  

( 第 15 図 ) 。 SDg は，西側に浅い 投をもち， 幅 0 ・ 5 血に対して，深さは 0.3rn 前後を有する 

溝 であ る。 SD6 などと年代的に 差の低い頃 の溝であ る。 小人群も同年代と 考え                   でも SK7  していたよ う で，平安前期に ｜ ま こ 
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10 m   
第 Ⅱ区 ボ ，                                                         

に 建物か存在したことを 窺わせる。 Sn6 ～ 9 の池もそうした 建物に伴うものと 考えている。 

弥生時代 造枯 黄砂上荷において ， 発掘 区 の 東 」 ヒ隅 ， 東市 隅 およ ひ SK2 の北側 て ， 

黒色 こヒ の堆積する落ち 込みを検出し ， この 溝状 遺構を追うことによって ， 3 基の方形周 溝 

墓 と満 Smlo を発掘した ( 第 17 図 ) 。 さらに SXI の溝底面や壁面の 観察によって ， 少 低く 

とももう 1 基の方形周溝墓Ⅳの 存在を確認している。 ただし， いすれの 力形周伍墓 におい 

ても，主体部，封土を 確認することはてきなかった。 

方形周溝墓 1 は，両辺から 南辺 にかけては 幅 1.7m, 深さ 0 ， 5 一 0 ・ 8m, 床辺ては 幅 1.0m, 

                      3m とやや小規模な 周満 をもち，東西内径は 9 .  5m                                       



    
    

一 
色 l 

  
  

      
,@_  '.Te@  @  -  -  -  @@               

    

第 l8 図 方形 周 活塞                       第 19 図 北壁にみる方形周溝墓 1                                 
では - ヒ 届が黒色土，下層が 灰褐色乃至 黄 灰色の砂質 土で ，床辺では腐植質がわずかに 混じ 

る 黄 灰色砂であ る。 西南隅やや 束 寄りの 周溝内 ( 第 i7 図Ⅹ 印 ) ょり， 満 底面から 20cm ほど 浮 

いた状態で， 供献 土器とみられる 1 個体 分 の 壺形 」 こ 器が出土した ( 第 i8 図， 第 ， 22 図Ⅱ 9) 。 

また， 両 辺 周 溝の上層からは 奈良時代一平安前期の 土師器，須恵器什が 出土しており ， 当 

時 周活 部分がわずかながらも 凹地として痕跡をとどめていたと 考えざるをえない。 

方形周溝墓Ⅱは ， 1 の束に平行してとなりあ い，両辺の幅 2.2m, 深さ 0 ． 4 一 0 ． 8m の 周 

                                                                              台状部は 1 週 6.5 一 7                                                                                   

                            となる黄砂とあ まり差のない 黄 灰色砂が堆積する。 ところが北辺 周溝の 

み ，幅 3.0m, 深さ 0 ・ 8 一 1.Om と規模も大きく ， 埋 上上層が黒色土で ，わずかながら 黒色 

土器や須恵器片を 出土する。 周池墓 1 の四辺 と 同様，凹地として 長く痕跡をとどめていた 

のであ ろう。 なお， この深い池の 北出側では，黄砂が 急に高   り 発掘区会休が 平安時代初頭に 削平を受けたこと   
                                      北辺 周 % をⅡと共有し ，床辺 周溝 の東周 

を池 Smlo によって切りとられる。 また西辺 周清 の大部分は   
ど 発掘できない。 床辺 周満内 ( 第 17 図 葵印 ) より底面に接して   

第 20 図 方形 周 浦東 m の 上   溝 Sm ェ n は，方形周溝墓Ⅱ                                                               
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いる。 発掘区内ではその 特殊な部分にあ たるようで，長さ 5.5mn にわたって幅が 4m とひ 

ろがり，深さが 1.1 一 1.3m にも達する大きな 落ち込みを有する。 その埋没時期が 他の周 満 

よりも降ることは 切りあ い関係からも 認められるし ，出土した土器様式にも 若干新しい要 

素があ る。 この西北にならぶ 周溝墓 群を他地域と 画 するような意味をもつ 可能性もあ る。 

周池墓 Ⅱの北辺の消にもそうした 意味があ る         しれない。 Smlo の 埋土 もまた上層で   
4  遺 物 

今川の調査によって 出土した遺物には ，縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，黒色 こ l: 

器 ， 灰袖 陶器， 緑袖 陶器，輸入陶磁器， 中 ・近世陶磁器，鉄製品，銭貨などがあ る。 溝 SXDl 

や上 坑 SKl からは遺物が 比較的まとまって 出土したが， いずれも遺構の 年代 観と 照応で 

きるような一括 性 に乏しい。 こうした状況は 北部構内の遺跡にしばしば 兄 うけられる。 そ 

のため， ここでは出土遺物を 種類別に記述する。 なお各遺物が 出土した層位または 遺構に 

ついては， 第 1 表にまとめて 掲載した。 

縄文土器 ( 第 21 図 )  おもに第 9 層黄砂より下から 出土したが，深く 掘り込まれた 溝や   
                                                                                                                                  それらのなかで ， Ⅱ 1 は半裁 竹管で 

参集に施文しており ， 中期の船充血 式 に属する 深 鍬形」，器であ る。 Ⅱ 2 は 2 本の沈線の下 

に縄文を施す 浅 跡形」 : 器 とみられ， 東 大植物園追跡出土の 類例 ( 中村 74 コ からみて後期前菜 

のものであ ろう                                       
方形周溝墓 1 . Ⅲ そ                   

上 した。 

Ⅱ 9 は 周満墓 T に 供献 され   
ヒ   @"-"               第 2l 図 縄文土器 ど 弥生土器 
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  10cm   
第 22 図 弥 生 -  土 器 

バン 工状 に張り出して ，やや下位に 鼓 大経をもつ。 器 高 34.5 ㎝，口径 19.Ocln, 服部最大経 

25.2cm をはかる。 明 褐色の肌を呈し ，胎土には砂粒が 多く焼成はややもろい。 少なくとも 

3 ケ 所の擬日録状の 継ぎ日を確認している。 継ぎ目はすべて 内面下がりになる 特徴があ る 

( 第 2.3 図 ) 。 外面全面には 斜位または綱位 の ，内面では頸部以上に 横位の粗い刷毛日を 有し， 

回線下端にはその 原体による刻みを 施す。 頸部 と胴部 それぞれに，半裁竹笛による 直線 文   
条 描かれた半裁竹 筒又 は， いずれも 3 条ずっ同時に 描いて 

おり， 3 本の「半裁竹筒をその 幅 より広い間隔をおいて 束ね 

た形状の櫛」を 用いたことがわかる ( 第 24 図 ) 。 こうした原体 

は，佐原真によると ，三河地方では 中期後半にひろく 使用さ 

れるというが ，京都府深草遺跡 [ 杉原・大塚 6 打，滋 賀県大「 l@ 

ノ 湖南遺跡 ( 佐原 68 コの 土器では， 第 Ⅱ様式段階で 同様の文 
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様を認めうる。 全体の形状や 口綾部のつくりは ，滋 賀 貝南 

滋 賀遺跡出土の 壺 形 土器の一群 [ 大型旧教委 58 コ に 類似する 
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      岩壁や底部 か比肢 的 屋い ことや，文様帯を 頸部 と ，，，ラ 。 。 二 ， % - 

    
㎝ @, 口径 19.3 ㎝， 胴部 最大経 17                                       第 24 図 弥 年上界 11 9 の 胴耶     
拉か多く，焼成は 堅 徹 てあ る。 外面には ススか 全面に付着する。 畿内およ ひ その周辺地域 

の第Ⅱ様式に 通有の形態といえるか ，刷毛目原体によってロ 縁端に刻みを 施した 上 ，回禄 

内側の刷毛目を 波状に描くのは ，深草遺跡出土の 姿に多く，元来琵琶湖地方 て 近江型の器 

形とともに装飾的要素として 多用された手法てあ る ( 佐原 60 コ 。 

その他の弥生土器 ( Ⅱ 5 一 8 . 皿 ・ 12) はすへて 溝 SDl0 から出土した。 菩の破片はない。 

Ⅱ 5, Ⅱ 8 はともに刷毛目をとと めす ，施文原体として 壺 Ⅱ 9 と同種の束ねた 半載竹皆 を用 

いてそれそれ 直線又と波状又とを 描いているか ， Ⅱ 8 ては同時に通用の 櫛による扇状又と 

麗仙 き沈 線を施しており ， より新しい要素とみなしうる。 Ⅱ 6 は頸部下端に 出時をめくら 

し， 胴部に櫛拙 波状文を施す。 畿内周辺地域ては 第 Ⅱ様式の壺にしはしはみることかてき ， 

琵琶湖地方策 V 様式の壺に ， 油ロ の 一群として存在することは 注意 すへき てあ ろう ( 佐原、 

68 コ。 Ⅱ 11 にみる 口縁部 の 嫡状 突起は琵琶湖地方ては 第 Ⅱ様式てすてにみることかてきる   
を配するのみて ， 第 V 様式まて降るものかもしれない。 このように， 満 SDlo から山上 し 

た 弥生十器の一群は ， 方形周溝墓 I .m 出土の完 形品 よりも新しく ， 中期中頃 以降を中心 

として，あ る程度の幅をもつ 年代か与えられよう。 

土師器 ( 第 9.@ 図 )  平安前期以降の 蓋， 杯 ， Ⅲ， 高林，碧を出土した。 ⅡⅡ 一 20 ・ 26 は 

杯 または深い本影の 皿， Ⅱ 21 一 25, Ⅱ 27 一 33 は 茂 い 器彩 または小型の 皿てあ る。 Ⅱ 14 は 明 

赤褐色を呈し ，焼成良好な 杯 。 内面を抑てにより ，外面を箆削りによって 凋整 する。 小尻 

SK7 から黒色上 品 Ⅱ 42 と件出した。 Ⅱ 15 は外面に指押えの 痕をととめ， 内面友 ひ 目縁 部 

を拠 てる。 口 緑郎にかえりをもつ 苗手 の ⅢⅡ 91, 口 緑郎 を 2 段に 撫 てて 外 反させる 皿 Ⅱ 219 

とともに 溝 SDg から出土した。 Ⅱ i6 一 18 は白っぽい焼成て ， 目縁 部を 2 段に 撫て ，上段 

は面取りきみになる。 ・ rll9 は回線 部 を外反させ，休部との 境に稜をもつ。 赤 焼きて胎土は 

砂質に富む。 Ⅱ 20 は 津 手の白焼きて 見込みに 圏線 をもっ。 Ⅱ 2f は厚手の赤焼きてロ 縁部外 
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第 25 図 :l                 Ⅱ 
                                                                                                              Ⅱ 24 は薄手で灰褐色を 呈し ，                                                                               

をとど         Ⅱ 2,5 は 口 綾部 1 段の撫での下に 指押えの、 痕をみせる。 Ⅱ 27.28 はともに 受皿     
代を示すと考えている。 土器を反時計まわりに 回転させて成形した 痕が明瞭であ る。 Ⅱ 32 

は 厚手で口縁端にわずかにかえりをもっ 小 n Ⅱであ る。 内面は丁寧に 撫で ，                                   

                                                    く 皿であ るが，仕上げは 粗い。 その他の土師器のうち ， Ⅱ 13 は平安 よ う 
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                            10cm 

第 26 図 黒色土器と瓦器 

であ る ( 原文研 7m 図版 5-39, 図版、 37-80 一 83 コ。 11[38.39 は高林の一部であ るが， いずれも 

成形は粗雑であ る。 Ⅱ 34 は粗い刷毛目をとどめる 琵の口緑郎， Ⅱ 35 はその刷毛日を 丁寧に 

撫で消したとみられる 製品であ る。 Ⅱ 36.41 はⅡ 34 と同様の粗い 刷毛目をもつが ， Ⅱ 41 は 

胎 上申に 砂 粒を含む厚手の 製品で ，普 とよぶほど深い 器 形を考えない 方がよい。 須恵器 杯 

Ⅱ 55.56 と重なりあ って出土した。 Ⅱ 36 も裾形は判然としない。 Ⅱ 37 はこれらのミニチュ 

アというべきであ ろうか。 池 SD6 から出土しており ， 平安中期を降らない 製品であ る。 

一方Ⅱ 40 は白焼ぎの羽釜のミニチュアで ， Ⅱ 31 などと同時期の 製品であ ろう。 

以上の土師器にあ えて年代を与えるとすれば ， Ⅱ i4.41 を 9 世紀代にお き ， 満 SDg 出土 

の皿Ⅱ 15,21.22 を 10 世紀代に 、 姿 Ⅱ 34 一 36 を 9 一 1¥W 世紀頃 と考える。 さらにⅡ 16 一 18, Ⅱ 

2.3 は 鎌倉中期まで ， それ以外は鎌倉後期から 室町中期にかけての 遺物と考えている。 

黒色」 : 器 Q 第 26 図 )  Ⅱ 42 は外面 箆 削り，肉市には 炭素を吸着させるが 磨きの痕はとど 

ぬ なり 椀 。 Ⅱ 43 は外面 箆 削りのあ と目縁 部は指 撫でによって 調整し， 内外面に 箆 磨きを施 

す 椀 。 内面にはループ 状の暗文を加える。 Ⅱ 44 は 椀 または 杯 。 外面 箆 削り， 内面には 箆 磨 

きを施し回線に 沿ってかすかに 洗練をみとめる。 Ⅱ 45 も内面だけ黒色で 磨ぎを施すが ， 外 

面は箆 削りの痕を若干撫でて 仕上げた小壺であ る。 

瓦器 ( 第 26 図 )  Ⅱ 46 ぱ 休部覚面下半は 末調整であ るが - ヒ 半を横撫で， 目縁端部を而取 

りし， 内面には 箆 磨きを施す。 杯 となる 器 形であ ろうか。 Ⅱ 47 は SK2 において羽釜Ⅱ 50 
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10cm   
第 2n7 図 須恵器， 灰袖 陶器，                                                                 

と女 伴 した小皿。 土師器の器形を 模したものであ ろう。 Ⅱ 48 は回線 耶が 短く内偵する 羽釜。 

目縁内外面を 指撫でによって 調整する。 Ⅱ 49 は回禄 部 がわずかに 内縛 し，外面に 2 ケ 所の 

投をもつ羽釜。 押縁端面， 鍔端面 ともに 凹 線状に面をとる " Ⅱ 50 は短く直立する 回線をも 

つ羽釜。 目縁部外面と 瑞 面を撫でる。 Ⅱ 51 は土鍋。 Ⅱ 52 は内面に磨きの 痕跡をとどめ ， 外 

面は撫で調整したあ と 菊 印花を陰刻する。 中世にひろく 使用された火舎であ ろう。 

須恵器， 須恵質 陶器 ( 第 27 図 )  蓋 Ⅱ 53, 平底の杯 A Ⅱ 54 一 56, 高台のあ る 杯 B Ⅱ 57. 

58, 壺口緑郎Ⅱ 60 ・ 61, 瓶子Ⅱ 62, 鉢 Ⅱ 63.64 は平衣前川から 中期にかけての 製品で， 椀 Ⅱ 

59 もこの時期のものとしたい。 Ⅱ 55.56 は第 8 層から重なるよさにして 出土したが， Ⅱ 55 

                                                                                            しまっていて 暗 青灰色を呈する。 Ⅱ 63.64 は ， 

平城宮 跡 で最近提示された 琵 C の系譜をひく 瑞穂かもしれない [ 茶人 研 78 別表 6 コ。 

Ⅱ 65.66 は播磨東部で 生産された大平体 で ， 鎌倉双期頃 の製品と考えている。 ともロ   @. 

口をつける 器種 であ る。 
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            Ⅱ 67.68 は 椀， Ⅱ 

                        >-E・     み @ も く 蒔 杣 を     
船上や高台の づ くりからみ 第 2s 図 輸 入 磁 器 

て一群の灰 杣 陶器とみなしうる。 Ⅱ 80 は内面と外面体部上半に 灰柚を施す 鉢 てあ る。 胎土 

も徹 由て ，休部下方の 成形を箆削りによる 手法なと， 灰柚 陶器の系譜をひくことは 明らか 

てあ るか，年代は 定め難い。 Ⅱ 81 は糸切りによる 底部をもつ瀬戸のおろし 皿 。 室町時代ま 

て 下かる製品てあ ろう。 

緑柚 陶器 ( 第 2,7 図 )  Ⅱ 73 一 76 は 椀， Ⅱ 77 一 79 は 皿 。 高台はすへて 削り出しにより ， Ⅱ 

79 のみ蛇の日高台をもっ。 Ⅱ 73 は焼成のあ まい土師 質 ， Ⅱ 76 は焼成良好な 亡師 質 ， 他は須 

恵質 てあ る。 発色は n73 か 淡黄緑色， Ⅱ 77 も同様たかむらかあ る。 Ⅱ 74 は暗緑色， 且 75. 

79 はごく淡い灰緑色， Ⅱ 76 は 濃い 緑色を呈する。 

輸入磁器 ( 第 28 図 )  首脳 椀 Ⅱ 82, 青磁 皿 Ⅱ 83 ～ 85, 白磁 椀 Ⅱ 86 一 89, 白磁ⅢⅡ 90 ，白 

磁 圭 Ⅱ 91 のほか片白磁の 椀や壺の破川も 出土している。 青磁のうち L82.83 は竜泉平糸 の 

製品 て， Ⅱ 82 は内面に蓮弁を 片彫りする。 Ⅱ 84.85 は同室 崔系て，                                               
    

""" "@  臣 " 

  @ 十一 ノ ll92         
鎌倉時代に限定てきるよ 

う てあ る。           

                      出土量 第 29 図 五 
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はあ まり多くなく ，ほとんど小片であ るが，軒丸瓦 2 点，軒平瓦 6 

点を含む。 Ⅱ W. 一 98 はすべて中央官位系瓦屋の 製品で，唐草文軒平 

11100@ II101                                                                                                                                                                                               

第 30 図 銭貨   
L 上原 78 コ " Ⅱ 94 一 98 は 12 世紀後半から 13 世紀にかけて 生産されたとみられる 剣頭人軒平瓦， 

であ る。 すべて折り曲げ 技法により，瓦当上部に 横位の箆削りを 施す。 Ⅱ 96 では瓦当裏 面 

に縄 叩き目をとどめるが ，他は撫でにより 調整する。 軒丸瓦では日文 の Ⅱ 98 のほかに蓮華 

又とみられる 小片が出土した。 

Ⅱ 99 は丸瓦玉縁の 破片で凸面の 側面近くに「 大 」字を鋭利な 工具で刻みつけている。 東大 

農学部遺跡でも 同じ場所に同様の 刻字をもつ例があ る [ 東大調査会 77 コ 。 

その他の遺物 銭貨としては ，太平通宝， 至和 元宝の各主点のほか 判読不能の 2 点が 

出土した ( 第 30 図 ) 。 初 鋳は各々 Q76 年， 1055 年でともに北宋銭であ るが出こ ヒ 層位は室町時 

代 であ る。 

                              しては釘が 10 点前後出土したほか ， 溝 SDl0 上層の黒褐色土から 刀子 1 点を得 

た 。 平安前期以前の 製品であ る。 

これらのほか ，粘板岩製の 砥石を数 片 採集している。 

5  考 察 

今回の調査による ，火葬 塚 と考えている 特殊な遺構 や ，弥生中期の 方形 周満 墓畔が埋も 

れていたことの 発見は，予想覚の 大きな成果であ り，構内に包蔵 される遺跡群に 対する認 

識を一新させるものであ った。 ここでは， 本 遺跡における 弥生昭代遺構の 形成に関する 問 

題と，方形遺構 SXl を火葬 塚 と判ずるに至った 経違 について考察する。 

㈲ 弥生時代遺構群の 形成について 

本章の司 頭 ですでに触れたように ，北部欄内では 弥生前期末直後に ， 白川水系の氾濫に 

よってひろく 黄砂が堆積し ，上白川一帯の 扇状地 @ みられた 微 高地と後背低地という 起伏 

はなだらかな 地形に変貌する ( 泉 78 コ 。 この氾濫の下限を 示す資料は，今川の 発掘調査の前 

には 6 一 7 世紀の須恵器を 得ていた程度であ るが，本調査によって 確実に弥生中期双葉に 

は黄砂の堆積が 沈静化したことが 明らかになった。 そして氾濫の 上限を示す資料は ，追分 

地蔵 遺跡 [ 石田・中村 79 コ をはじめ北部構内各所で 採集されている。 第 31 図に掲載する 壺形 

土器底部は，本調査 区と 道路を隔てて 隣接する地点から 出土した弥生双期の 資料であ る " 

1 は赤褐色を呈し ， 2 は 淡 灰褐色を呈するが ， ともに粗い刷毛目をとどめる 同様のつくり 
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沈静してほどなく 営まれた。                                               。 皿                     
                                                              周油墓 1 は ， り   10ci@ 

  

低いが， 供献 」こ器に売と 軋 との相違があ って，その年 ィ   № 第 3m 図 I1E30 区出土の土器 

差を論じるのは 離しい。 一方， 溝 SDl0 は明らかに 周消墓 Ⅱ・℡よりは 新しい時期に 埋没 

したとみてよい。 また， 周溝墓 ]1 の北辺 周潤 は ， 他の 3 辺の周 満 に比して規模が 大きく， 

しかも北東側では 急に黄砂が高くなる 事実は， これ以北に周 澁墓が 存在しない可能性を 示 

唆する。 したがって， 満 Snln と岡 池墓 Ⅱの北辺の満が ， 周 精巣群の立地境界となる 可能 

性が強い。 さらに， 周溝墓 1 の西側には，墓が 営まれた形跡はないが ， 南 へは未発掘の 周 

池墓 Ⅳの四辺 が 市へ延長することを 観察している。 以上の点から ，当地に営まれた 周 活塞 

群は ，ごく緩い斜面ではあ るが，等高線に 直交して 2 列 枯成 をなし， 上 へは続かないが ， 

南 へはざらに連なるものと 考えられる。 ただし，いずれの 列が先行するかは ，現段階では 

  
ところで， 構内はもちろん ， 上 白川一出で今日まで 弥生中期の遺跡は 発見されていない。 

同時期で最も 近い遺跡は，伏見区深草遺跡であ り，後期まで 降れば，岡崎遺跡がま 近い。 

いずれも，畿内より 琵琶湖地方や 伊勢湾地方との っ ながりが深い 遺跡であ る。 本 遺跡出土 

の土器も少量とはいえ ，やはり同棟であ る。 今後， 周池 墓を営んだ時代の 人々の集落，生 

活追跡の発見をまちたい。 

㈹ 火葬 塚 遺構 SXl について 

SXl は，六 % じ xml と外滴 SXD2 とから成り ， ;_ 重の構成でしかも 正方形平面をなす。 

かつては中央に 封土 状の マウンドを有していたと 考えられるが ，他に付属する 施設を何ら 

もたない。 このような形態をもっ 迫跡 が発掘された 例は今のところ 知られていない。 ただ   
出ずことができる。 なかでも石櫃をのせる 基壇状通 構 が方形であ る岡山県唐臼火葬墳墓 

( 奈良Ⅱ封り ( 卸 l% ば 7 コ， 6mnX 、 5.3m の範囲を湘で 回して「「 ， 央に火葬 % を設けた二車県吏 庄 

内 B 遺跡火葬 比 ( 鎌倉 時ィ   t)( 三重県文化財連盟ほか 7) コ ，矩形の溝を 有する基壇状の 封土が 

あ って埋葬施設をもたないという 熊本県居 窪 遺跡墳墓畔中央の 遺構 ( 鎌倉一室町時代 ) C 隈 



    
・野田編 73 コ， 高さ lm の方形土壇にのる l- 八尺四万 / 堂 」に五輪塔を 安置する奈良県大神 

家骨堂 ( 室町時代 沌 伊藤 68 コ などが特筆される。 

一般に火葬 墓が 営まれる場合，火葬場所と 埋葬地とは必ずしも 同じではなく ，いずれに 

せよ，墓所となるのは 火葬骨を納めた 所であ る。 一方，必ずしも 納骨され低い 火葬所の跡 

地に構えを設けて 後世に伝えようとする 例が，文献上少なからず 現われる。 後一条天皇の 

  
                                                                    ・近衛天皇らの 葬礼に際して ，                                                                             

(4) 

あ らためて塚を 築いたのであ る。 これらは所謂陵墓や 火葬 墓と 区別して「火葬 塚 」と称して 

(5) 

いる。 当時の葬礼次第を 記した「吉事略儀」によれば ，その形態は「貴所荒垣鳥居等 ヲ壊シ 。 

御 近辺 / 無縁寺 ニ之 ％分 チ 。 鋤ヲ 採り土 ヲ覆フ 。 其 陵墓 ヲ築ク 。 万卒都婆 ヲ立テ 。 釘貫 ヲ 

立処シテ 松ヲ植エ 。 四面ニ % ヲ掘ル 。 」というものであ った。 福山敏男はこの 書を「天皇， 

上皇または女院后宮の 葬礼次第を箇条書きにし」たもので「十二世紀後半に 作られたものと 

思われる -l[ 福 dl69 コ としている。 箇条書ぎの条々は ，前掲の源 経 頼の記録にかかる「類従 雑 

例 」中の記中に 負う所が多い。 その後一条 院 葬送の記事によると「 件 / 山作所 / 煙頗ル 先例 

二 % フト雛モ。 寛弘八年 / 柳二依り何フ 所 云々」とあ るから， 10 Ⅱ 年 一条天皇崩御の 例に 

倣いながらも 当時としては 異例の厚葬であ った。 それが「古手略儀」としてまとめられる 頃 

には，身分を 限るとはいえ ，定式化したものになっていたと 考えうる。 

今日，上記天皇らの 火葬 塚に 比定されている 古墓は ，規模の点で 外法 の 1 辺が 20 一 30m 

  
に 及んでかなり 大きいが，形態的には 木 遺構 SXl と 相似形であ る。 単なる火葬比や 火葬 

墓の類例のみでは 理解の及ばない 本 遺構の形態こそ ，貴所 跡に 造り出される 火葬 塚 固有の 

ものとみなしたい。 

しかも，上白川周辺は ，古来無常の 地であ り， 10 世紀から 14 世紀にかけて ，陽成天皇， 

村 - ヒ 天皇中宮安手，後一条天皇， 後 高倉天皇，後二条天皇など 貴人たちの葬礼の 舞台とな 

ったことも少なくない ( 第 9 章参照 几 葬送儀礼といえば ， 『 り 、 右記』にいう「吉山卒塔婆供 

養 所 」と同一視される「神楽岡吉田守」の 存在が想起される [ 杉山 54, 川上 77 コ 。 この吉田守 

は ， 貞元 2 (927) 年に天台座主良源が 舎利会を修めたという 寺院で，杉山は『 権 ; 己 』にいう   
BE33 区 ( 東 大調査会 77 コ， B(,;i6                                                                                                                       

るが， BD33 区では平安中期の 瓦もまとまって 出土しており [ 中村 73 コ，吉田守をこのあ た 

りに比定することに 無理はない。 後 - 条 天皇の遺骨が 浄土寺に，堀河天皇らの 遺骨が香 隆 

寺にそれぞれ 一時安置されたよ う に， 上 白川における 葬礼に吉山寺も 関与していた 可能性 
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は 十分にあ る。 地白川に比定される キ 陀は他にもあ り， 天暦 3(949) 年 ， 陽成 院の遺骸を 

                                                  円覚寺 (7) や ，久寿 2(1155) 年 ，散光政所 ( 藤原忠通計 ) を仁和手近く 
      

上 白川において 葬礼に関係した 寺院てあ る。 

こうした周辺追跡の 状況や北白川における 葬礼 か 盛んてあ った時代を重ね 合わせて考え 

ると， 火葬 塚 SXl から出土する 遺物によ                                         り含まれていたとし 

ても，遺構出現の 上限は， 鎌倉初期をあ まり降るものてはないと 判断てき，その 性格につ 

いても十分首肯しうるわけてあ る。 

[@ 生コ 

Ⅲ一道柚を構成する 要素となる 漬 てあ るの て SXD と表正して 他と 区別する。 

㈹後述の弥生時代遺構は ，検出面を同しくするか ，繁雑をさけるため 別に第 17 図をおこした。     
㈲ Ⅱ群書類従』 第拾八 離離 部 所収。   
                                                              3 口の条々。 

(8) r 月範 " 由久寿 2 年 5 月 18H- 同 20 日の条々。 

㈹ 位置にⅠいては 杉山信 = かあ る程度考定している [ 杉山 55, 57 コ。 
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第 4 章 東大農学 ; 部遺跡 BG32 区の発掘調査 

泉拓良 宇野隆夫 

大山 12 年 仰 Ⅲ 糊作 か御文時代の 造物を発見した 地 " 、 ( 図版 i-   Ⅰ }040m Ⅲ乃至北曲の 地 

点に， 農ヅ 部 農林小物学科カラス 温室の改築に 伴う㎡配管およ ひ ホイラー生新首二市 かチ 

                                    ア 定地の発掘 甜 % を 丈 施することとなった。 調査地域は約                           

チ % 地と 20 ㎡のホイラー 予定地と                                                                                                           して A 一 F 区 

とし， ぉ 、 イラ一室 予疋地を P 区 として合計 7 区に分けて 表 」から 丁 掘りて発掘 訊杏 をお乙 

なった ( 第 :@2 図 ) 。 9 月 i 日に発掘を開始し ， 9 月 30 日に現場作業を 終了した。 

1  層 位 

曲 蛮地域は梓 農 約 63.4m て， 緩やかに内に 傾斜していいる ( 第 32 図 ) 。 B 凶ユー b 問 ては， 

層位は - ト から 表 l ( 第 i 虐 ), 赤褐色Ⅰ ( 第 6 層 ), 黒褐色 土 T ～ MO 第 ， 7 一 12 層 ), 黄 灰色砂 

( 第 13 層 ), 白砂 ( 第 f4 層 ) となる ( 第 33 図，図版 i3-2) 。 一力 D 区 [.- は問 ては， 上から表土 

( 第 1 届 ), 黒色耕土 ( 第 2 層 ), 青灰色砂質 七 ( 第 3 層 ), 石灰色糊 七 ( 第 4 層 ), 灰褐色床土 

( 第 5 層 ), 力 、 褐色㎡第 6 層 ), 黒褐色上 r ( 第 7 層 ), 黒褐色」Ⅵ ( 第 12. 層 ), 白砂 ( 第 14 層 ) 

となる ( 第 34 図 ) 。 第 2 層は五代の畑土，第 3 一 5 層は近世の水田耕」と 床 七層 て， ]) 区 て 

は第 5 届に礫を入れて ヒ里状 にし，棚田を 作っている。 月区 ・ D 区の南半には 第 2 一 5 層 

かない。 第 6 層は室町時代， 第 7 層は鎌倉時代の 遺物を含む l 層 て ， a.. c 地点より 北て 
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第 33 図 B 区 東亜の店付 

はほほ全域 て 検出てきる。 第 8 一 nl 層は同                           白砂や黄灰色砂なとか 促しる   ヒ層 

                                                                                                                        第 i2 層は， 第 14 層と不整 

                                                                  られて 投か 生じた後の堆積てあ る。 第 8 一 12 層は平安後 

                                                                                                していない。 第 14 層は %t 文中期の」 - 塊 SK2 の 月 となっている 層 てあ る。 第 14 層は 13 区ぬ b 間 ， D 区 d A P て E F 検出てさるか ， B.C,D 区 ては 21m 似 る 

2 遺 構 

P 区 白砂上面 て 平安時代の活 Sml と」 ニ坑 SKl, F 区 白砂                                                           

する土城 SK2 を検出した ( 第 32 図，                     

SD1                          深さ 0 ・ 35m の東西方向の 清 て ，断面 U 字形を呈す。                                       

て 」 -. 下 2. 層に分 層 てきた。 良さ 3m まてを確認てき ，                                                                   

SKl は南北 1.5m,                               の楕円形土塊。 深さ 0.2m 。 埋 土は黒色土。 

SK2 は南北 0 ・ 8m, 東西検出幅         の楕円形土 坑 。 深さ 0 ． 3m 。 埋                                       

    

      
  

  

    
    

  
          

            灰 。 l @ 灰色川 何色床 l l l 兵 甲何色 1l. 何色 @@ lVl         
  2 ro 

第 34 図 D 区東 壁の層位 
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第 35 図 縄文土器 (111 ～ 6 は SK2 出土 ) 

3  遺 物 

縄文時代の土器と 石器，平安時代以後の」 r 師器 ，黒色土器，瓦器，陶磁器，瓦が 出土し 

た。 一括遺物として 扱える SK こ l, SK2, SDi 出土遺物を中心にその 内容を記す。 

縄文時代の遺物 中期一晩期の」ニ 器および切目 石錘 1 点が出土した ( 第 35 図， 図版 

14-3) 。 Ⅲ 7 は縄文の条が 交互に深浅になる 船工Ⅳ 式 深林 胴部 。 Ⅲ 8 は虫入Ⅱ 式深鉢 上 胴部 

で ，撚糸文を地に 施し， 半俄竹 管状工具による 2 本村の洗練で 上開きの 連弧 文を描く。 Ⅲ 1 一 は 土城 SK2 出土の中期末の 一括遺物であ る { ℡ 2 は 

深鉢 の回線 部で ， 洗練で区画したなかに 横位の羽状況 線 文を施している。 Ⅲ 3 は 綱 位の 橋 

状 把手がつく 鉢 。 把手部には円形穿孔と 刺突を施した 洗練による S 字形 渦又 があ る。 m4 

は 三本の垂下洗練 と 縦に転がした 縄文のあ る深林刑部。 Ⅲ 5 は浅い 椀形 の祠部に内 抗 する 

回線 部 がっ き ，旧縁端部が 内外に拡張する 岩壁の厚い茂林。 内外面は磨ぎ ， Ⅱ緑郎には突 

起もしくは綱位の 橋状 把手がつく。 Ⅲ 6 は中期末の鉢で ，把手状の山形目縁の 頂部であ る。 

ulg は 磨消 縄文をもっ中津武保 鉢 のやや内密する 回線 部で ， 口 縁端部をかるく 面取りして 

いる。 Ⅲ 10 は晩期白帯 文 上端の腕部。 凸 帯の刻み目 は D 字であ る。 SKl 出土遺物を除い 

て平安時代以降の 包含層から出土した。   SKI 山上遺物 ( 第 36 図，                                                                               

回線がわずかに 竹 反し端部が内側に 肥厚ずる外面 箆 磨きの高林 2 点， 器形 不明の白色軟質 

土師器 3 点，黒色土器 A 類椀 (lltl5) 1 点 ，素地が 須 志賀 で袖調 が明るい緑色の 付け高台 緑 

袖枕 1", 平瓦 1" であ る。 土師器 皿は 細分でき，「 て 」 字 状日 稼 の 薄チ 大型 皿 2 片，目縁 



      
Ill@11   

  
    

                      10cm   
第 36 図 士 ． 坑 SKl 出土．の 上 ．器 がって，土師器Ⅲの 回禄部外皮 2 段 

撫での薄手大型 皿と， 「 て 」 字 状日録   
                                えてよい。 この資料は 

東大病院追跡の m.A,. 軌断 と ， 皿   
SD1                                                               

    ド 層に区別できる。 Sml 上層から       

    10cm   
第 37 図 溝 Sml 出土の土． 器   

2 点，黒色土器 B 類焼 1 点， 口 綾部内面 に凹線 があ り，内面 箆 磨ぎ，外面粗い 箆 磨ぎで推 

理 に 凹凸の多い瓦器 椀 (T18) 1", 休部は丸みをもち 旧縁 部は内 傾する 脚 付き羽釜 ( Ⅲ 17) 

1 点 ，常滑 浩 i 点 ， 須 志賀 碧 1", 回線部外面に 綱 位の 箆 描きのあ る白磁 椀 (Tlg) 1 点 ， 

白磁椀の削り 出し高台 ( 皿 20) i 点が出土．した。 土師器皿は細片で 口綾部 1 段 撫で端部面取 

りの皿が多い。 Sml 下層からは，目縁 部 上肢撫で端部面取りの 小型℡ ( Ⅲ 16) 1 点 ，瓦器用 

i 点 ，須恵器 準 1 点が出 -h- した。 SDf 上層は 12 世紀後葉 頃 ，同下層もⅡ世紀に 遡らない。 

4  小 結 

今回の調査の 結果， 旧 農学部演習林木部西側道路の 調査 ( 図版 1-10) と合わせて，縄文時 

代農学部遺跡の 遺存状況が把握できた。 すな む ち， a 地点と c 地点を結ぶ線を 北限とし， 

南は東西道路まで ，束は旧農学部演習林木部西側道路， 西 限は今回の調査の F 区であ る。 

この地域では 地山の白砂層が 高 く， 表 」 ニを 剥ぐとすぐにこの 白砂層上面で ，縄文時代や 平 

安時代の遺構を 検出できる。 a 地点と c 地点より北は 平安後期の掘り 込みによって 平安中 

期以前の包含悟や 遺構は残っていない。 今回の調査では SKl 出土 - 遺物によって 平安京 内 

でも資料の少ない 10 世紀後葉 一 n 世紀初頭の寸．器を 明らかにできた。 また SK2 の縄文土 

器も中期末の 資料・として 重要であ る。 



第 5 章 白河北殿 跡 比定地 AAl8 区の試掘調査 

岡田仮 良 

1  調査の目的 

去る昭和 51 年度から 52 年度にかけて ， 京人病院 棚内 ては， AEl5 区， AHl7 区， Ayl4 

区 03 ケ 所において発掘 凋査 をおこない， 平 女時代末期を 中心とする多数の 遺構，遺物を 出 

上した ( 東大冊査公 77, 京人 埋 文研 78a ㌔これらは院政期に 展 即 をみた六勝寺や 院の御所 

と 苫接 な関係のあ る遺跡てあ る。 ところか，院の 御所てあ る白河南殿，白河」 ヒ殿 およ ひ そ 

れらに付随する 御堂の跡地に 比定されている 春日通り以南， 東人路通り以西の 地域 ( 杉山 

62 コ ては 未 たに平安時代の 良好な遺構や 遺物包含 届 か検出されておら す ， 東大病院追跡の 

                                              仙兄 な資料に欠けるところかあ った。 なかても京都大学 能 苛察   
るための要所てあ り，その九力にあ たる京人病院遺跡との 関係の上ても 興味深い地点てあ 

る 。 しかし， 本 構内は戟後京都大学か 収得した敷地 て ，昭和 31 年に教育学部校舎 か ，同 40 

年には現在の 寮舎 か建 没されており ，それ以前にも 紡績工場その 他の社屋か建てられてい 

たため，地下の 遺構，層序の 保存状態に関して 悲観的な見方すらあ った。 

今回の試掘 凋査は ， こうした追跡の 現犬を的確に 把握し，今後の 月 査 研究の基礎的資料 

を得る目的 て 実施したものてあ る。 

2  層位と遺構 

掘 合地点は， 寮舎東側の空地 て ， 既設園 路 に平行させて 2 つのトレンチを 設定した ( 図 

版 1-49) 。 各トレンチは 東西 2m, 南北 IOm の規模 て 5m の間隔をおく。 それそれ 北 トレ 

ンチ， 南 トレンチと仮称する。 表土掘削から 埋め戻しまて ， す へて人力ておこない ， 造構 

平 爪 およ ひ 壁面層位の実側については ， 予め 投宙 した基準 " によって京人構内座標を 割り 

付けておこなった。 昭和 53 ヰ 2 月 2,0 口に 甜査 を囲 始し ，同 3 月比国に現場作文を 終了した。 

                    標高 46.8 一 47.0m  て ，                                               8m  局い 。 

地表から地山とみられる 青灰色ソルト 層 ( 第 9 層 ) まて， 2.0 一 2                                         

代 以降の厚い盤上または 整地層 ( 第 1 一 第 3 層 ), 住戸後期以降の 耕 ィ 1¥@              一 第 6 層 ), 

さらに平安末期乃至鎌倉双期の 堆積 臼 7.8 層 ) に人別て き                                                     
ち ， 摘 金地点か，平安末期以双には 方位を若干 束 にふる帯状の 凹地てあ ったと推定てきる。 
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この上面から 溝 Sml, Sn2 を検出した。 これらの溝や 凹地の大 

部分には第 8 層の坤 積 をみる。 その上に第 7 層かう すく の る 。 江 

戸後期の耕作土は 土地をかなり 剛平したのちに 堆積したもの て あ 

ろう。 第 3 届は，軟弱な 耕作 ヒ の上にしっくり ( 第 ， 2 層 ) をおくた 

めに整地した 際に入れた 粘ユと 考えている。 その年代は，施工 は   
                                            SD1. SD2                                                     

ピソトか ，平安時代から 鎌倉時代にかけてのもの て ，江戸時代の 

遺構として，第 7 層 ヒ面て 検出した社別 SAl, 十地 SK2, SK3 

かあ り，」ヒトレンチ 中央の耕作 ヒ より，小規模な 石垣を検出した。 

清 SDl は 南 トレンチの 四 壁沿いにその 束 肩を検出したもの て ，約 

8 。 方位を東に振る。 トレンチの範囲は 西肩には及んていない。 塊 

土の中から，宝相華唐草文 軸 平瓦 1 点をはじめ，正月と 土師器を 

出 ヒ した。 他 SD2 は，」ヒトレンチ 束 七部にあ すかにその両肩を 

検出したにすきない。 社別 SAl は， 北 トレンチ 内て 1.2m 間隔て 

8 ケ 所の柱 尺跡か 南北に工 列 にならふか，建物 跡 とはみなし難く ， 

耕作に伴 う 柵の跡と考えている。 七虹 S く i は一部由トレンチの 

東亜にかかるか ，直径 1.3m, 深さ 0 ・ 6m をはかる円形の 落ち込 

みてあ る。 その壁はほほ 鉛直てあ り，井戸てあ ったⅡ 能ヰ止か 強い。 

理 」は砂礫を多く 含み， 染 付加なと，江戸時代後十の 遺物を小昼 

出 l した。 l- 坑 SK2, SK3 はそれそれ探さ 0 ・ 65m, 0 ・ 8m をはか 

る落ち込みて ，多数の陶磁器を 出 ヒ している。 しっくいをおいた 

頃 の辿 構 てあ ろう。 

3  遺 物 

第 7 .8 層からは平安末期から 鎌倉時代にかけての 土師器，陶器， 

瓦瓶 のほか，畿内弟 V 様式 i 点 ( 第 41 図 IVl2) を含む弥生土器の 小 

片 か 数点出上した ( 図版 15 4) 。 近世以降の堆積上層からは ，多数 

の陶磁器，土製品， 凡類か 出土し，都合コンテナ 7 箱 分の遺物を 

採集した。 

第 7.8 層から山上した 土師器は皿たけてあ る ( 第 40 図Ⅳ 1 ～ 
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  2 m   

第 39 図 南トレンチ四壁 (. 上 ), 市聖 ( 下左 ), 北 トレンチ」 ヒタだ ( 丁石 ) の層位 

7)0 N4 が第 8 層の出土で他は 第 7 層から出土した。 直径が 14 一 16cm の天皿 (lv1 一 3) と 

9 一 10cm の 小 Ⅲ (1v 4 ～ 6) がセットになるようであ る。 天皿では回線 部に 2 段の横撫でを 

施し、 上段の撫では 端部をやや外皮気味につまみあ げるように成形する。 小皿は口緑郎 の 

撫でが 1 段 または 2 段で，端部に 面をとる 例 ( Ⅳ 5 . 6) もあ る。 1V7 は扁平な底部をもち ， 

回線部を短くまっすぐに 立ち上げ る 
                器 のうち， Ⅳ 8 は 第       

Ⅳ 9 は第 7 層から出土した 灰 紬糸     
莫 の庄原をみとめる。                   

らみをもち， 目縁 部 か外反するな   

  
一 - コ，， / 

  
  

  

  一 "   
    

  

  
  

                    10cm 

第 40 図 第 7.8 層出土の土器 



    
    ることができ     

瓦 類は溝 SDI から比較的 

  転 "" 一 まとまって 出 : ヒ しており， 

その中に宝相華唐草文軒平瓦     
10cm   

第 4] 図 五 と 弥生土器 
      @ で ， 凹面から瓦当にかけて 布目をとどめる。 12-LU- 紀 末 乃至 13 世紀初頭のものであ ろ ，つ     

4 小 結     
検出できたことは 大きな収穫であ った。                                                                                                                             
                                                                            ただ 溝 Sml からまとまって 瓦が出土したことは ， 

瓦葺の堂宇が 近いと考えてよい。   
                                                                                                            らず、 ここ白河の地では、                   
そうした中で、 今回の試掘 胴査は、                                                                                                                                                                                                 

であ ったといえよう。 



第 6 章 京都大学吉田キャンパスの 試掘調査   
1  教養部エレベーター 新嘗予定地の 試掘調査 (A023.AN23 区 ) 

教養部 A.D 弓館 にェ レヘ一 ターを付設することか チ定 されたため， ア 定地に 8mX 5 

m の試掘 坑 2 ケ所 (TI, レ 2) を 投 正した ( 図版 1 48a .48b ㌔現地表の樗 高は TPl か 約 56 

m, TP2 か 約 54m 。 北 束から南西に 何かってゆるやかに 傾斜する。 

層位と 造構 TPI ては上から， 表 L, 暗 灰色」，茶褐色 土 ，暗褐色土，黄砂，黒褐色 

砂，黒褐色上 V, 灰 黒色」 ., 黄褐色上という 土層てあ る ( 第 4. 図 ) 。 黒褐色 ヒ 1 一 Ⅲは黄砂 

曲 上の部分的な 地積てあ る。 なお黄禍 色 l の下には白砂か 50 ㎝， 黄 褐色シルト か 40cm 堆積 

して砂礫に至ることを 確認している。 蹄 『 色 上から江戸後期，茶褐色土から 室町後期， H 吝 ， 

褐色土から鎌倉時代，黒褐色土 T 一皿から平安後側，黒褐色土Ⅳから 弥生前期の遺物か 出 

」した。 遺構は黄砂上面の 土地以覚は検出てきなかった。 

TP2 ては上から，表土，黄褐色砂 1, 黄褐色細砂，黄禍色砂Ⅱ，暗褐色砂，黄褐色シル 

ト ，白砂てあ る ( 第 45 図 ) 。 黄褐色 
X=1455 1451 
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は 東西方向で 貞 北から東へ約 2 。 

振る。 下層に黒褐色土，                                 

  54 m 

  53   

遺物 V ユー 6 は弥生土器で 
        1 m   

TPI 黒褐色土Ⅳから 出土した ( 第 
  
                            Ⅱ 黒褐色             

43 図，図版 16-1) 。 V1 一 3 は 控 。   Ⅲ褐色上Ⅱ l2 黄褐色   l     

V l は目縁端部に 刻み， V2 は 口 第 A2 図 TPl 東 堂 の層位 
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  緑郎直下に 4 条の箆 

  描 き沈線文 ， V 3 は 

同しく 5 条の箆描き 

Ⅰ   
  
は V1.2 か 黒褐色 て   

。 甲 V 3 は 淡 褐色 て 煤の 
  

    付着かない。 す へて   
第 43 図 TPl 黒褐色土 lv( 第 10 月 ) 出土の弥生土器 胎土に妙位を 多く 含 

み， 焼成は良い。 これらは畿内 第 1 様式新段階に 相当する。 V4 . 5 は目縁 部 に水平の面 

取りを施す 体 形の土器てあ る。 V4 は外面に 2 枚貝による斜方向の 条痕を， 肉市には 抑て 

を 施す。 V 5 は内外面に抑てを 施すか， 内面の抑てか 粗雑てあ る。 白禍は い すれも 器壁 表 

面か 明 褐色 て 内部か黒褐色を 呈する。 胎 上に 砂 粒を含み，焼成は 良い。 

V7 一 23 は TP2 借 Sml から出土した ( 第 46 図，図版 16-2) 。 V7 一 12,22.23 か 卜居， V13 

Y =2l   2 一 17 およ ひ V18 一 21 か上層からの 出土 

てあ る。 V7 一 9.13 一 巧は土師器 皿 ， 

  
V10-16                                           V Ⅱ   
羽釜てあ る。 V18 は 巴文 軒丸瓦。 瓦当 

      
    
    
        

V19 一 23 は瓦当と平凡部 か 鈍角をなす。 

V21 の平瓦部凸面には 直線 2 本からな 

る箆 土弓                 V24 は， ふいこの 

羽口。 工事中に採集した ( 図版 16-2) 。 

以上のうち Sml 下層出土土器は 12 世 

  組中 一 後葉，上層出土土器は 13 世紀前 

  2 m   葉 頃 のものであ るが，瓦はすべて 12 世 

第 44 図 TP2 遺構平面 組中葉頃 の製品であ る。 
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      五 3m 
      

    

  SDl   一   52 m 
  

  
l 支干           

' 一     一 '" 一   2 m 

第 45 図 TP2 束壁の層位 

まとめ TPI 黒褐色土Ⅳから 畿内算 1 様式新段階の 弥生土器と条痕灰土器 か 小Ⅰ し 

たか， この黒褐色上Ⅳは ，弥生前期末に 堆積を開始する 黄砂層に厚く 被覆される。 条痕父 

上緒の 出 七例は愛知県味噌柏君追跡 [ 彦藤 67 コ ，愛知県西 志 ㌍遺跡 [ 杉原・岡本 6 り ，滋 賀県 

川崎遺跡「滋 賀県教委 7u 等があ るか， TP ェ 出土の条痕父上器は 水神 平 Ⅲ 式 あ るいは流水神 
  

平式 と呼はれているものに 相当する。 現在の知見ては 本 遺跡かこの土器の 分布の西端にあ 

たる。 今後このような 出土 側 か増加すれは 弥 寸時代用始期の 畿内と 束侮 地方との関係や ， 

その中 て 京都盆地の占めた 付置かより明らかになる て あ ろう。 

TP2 の南の吉田近衛 町 一帯は仁平凡 (1151) 年に昌利広 里 の 后 高陽院藤原泰子の 御堂 御 

前幅 勝院か 造立されたと 推定てきる 地 てあ る 印 l 上 77) 。 SDl より 12 世紀中葉以後の 遺物か 

出土している 点からみて， SDl は 福勝 院の北を限る 他 てあ る可能性か最も 強い。 たたし 

この地は吉田社の 旧社地にも比定されている [ 福山 77 コ。 今回の甜企ては 建物との関係か 不     
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  ・ SD1     
回 ロ 口 
  SD2   

    20 m 
  

第 4 ァ 図 甜 査   
2  本部構内排水ポンプ 新嘗予定地の 試掘調査 (AT27 区 ) 

予定地は旧工学部資源工学教室で ，面積 150 ㎡であ る。 現地形は標高約 57m で南西に向 

かって緩やかに 傾斜する。 現在の建物の 北に， 2mX2m の試掘 抗を 2 ケ所 設定し， TPl. 

TP2 とした ( 第 47 図，図版 1-50a.50b)o 

層位と遺構 TPI の層位は上から 表土，灰褐色土，茶褐色土，黒褐色 土 ，黄砂，黄褐色 

砂 ，白砂， 黄 灰色砂，白色砂礫であ る ( 第 48 図 ) 。 表土と灰褐色土と 茶褐色土は江戸時代以 

後の堆積であ り，黒褐色土からは 平安時代の遺物が 小量出土した。 黄砂以下からは 遺物が 

出土しなかったが ， 黄 灰色砂以下 は 弥生前期以前の 堆積であ ることが判っている。 TP2l で 

は TPl に堆積する木屑のうち ，表土，灰褐色土，黄砂を 検出した ( 第 49 図 ) 。 

TPl.TP2 で黄砂を掘り 込む 溝 SD ェ ・ S1)2 を検出したが ， 両溝 とも方位を真北から 東 

      
  

        はしまっていて ， TP2 では 小 礫を踏みしめた 状態にな 

      っている部分が 残っている。 このこ とからこの溝は ，   
        

出土している。 SD2 を確認するため TPl を東 へ lm 

拡張したが，野壺によって 壊されていた。 これは江戸 

    1［ 後期の耕作土であ る灰褐色土に 伴 う ものであ る。 また   
  H 妙   @ l 色砂礫 

第 48 図 TPl 高梧の層位 

このほか，灰褐色土を 掘り込んて江戸人 期 一明 治 期の 

陶磁器を投棄した 土塊 SKl を検出している。 
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遺物 Sr)2 下層上 - 面 か           l 表土                                                         第 49 図 TP2  北壁の居 位   
                琵は 「平城京発掘調査報告 W 」で 雙 C としている                                                                         

この種のものとしては 末期的な特徴をもつ。 年代は 9 世紀後葉 頃 であ ろう。 また SDl0 

上に堆積する 黒褐色土からは 12 世紀頃 の土師器細片が 出土している。 

このほか，灰褐色土と 野壺および土塊 SK ェか引 江戸後期一明治期の 陶磁器，土師器， 

瓦が出土した ( 図版 16-3 V27 一 35) 。 め ま と 

                                                                                                                                                                    ことがで   
                                                                                                                                                                                                                              また付近に現 

存する白川道とも 方位を異にする。 本道路を北へ 延艮 すると京都大学本部構内東北部に 達 

するが，ここは 杉山信 三が 古市 寺 ，吉田葬送 他 が及んでいると 推定した地点であ る ( 杉山 54 コ 。 

今回検出した 道路もこれと 関係する可能性が 強い。 ただし吉田芋については ，文献資料と 

わずかの遺物があ るだけで， その実体が判っていない。 本 試掘地点の北東 1.3 ㎞には奈良 

前期から平安中期にかけて 存続した北白 

川廃寺があ り，また若狭へ 通じる小浜 街   
        

      
の 出土が増加するのは 吉田キャンパス 一   10cm   
帯 で生じる現象であ る。   第 50 図 溝 SD2 出土の須恵器 



52   
3  工学部電気工学科等校舎新嘗予定地の 試掘調査 (AW28 区 ) 

新宮予定地内に 4 ケ 所の拭 掘坑 TPl ～ 40 各々 2.mX 2m, 図版 1-50a 一 50 み ) を 投け 

て ，上層の 甜積 状況およ ひ 遺構の有無を 凋 査 した ( 第 51 図 ) 。 TP].2 は既設建物に 平行して 

東西同一線上になら ひ ， TP3.4 は各面壁と TP2 の 束壁か 南北方向の同一線上にのる。 い 

すれの試掘 坑 においても，上層の 遺行状廿は良好てあ る。 各式 掘 坑の層序にはかなりの 差 

          層位の対応関係をみると ，若しい 棚局 差を有する点か 顕著て，かっては 起伏に宮 

んた地形を呈していたことかわかる。 第 2. 第 3 店は江戸後期以降の 耕作上 て，                 

旧 第三高等学校用地となるまて 火 m 作 かおこなわれていたことを 物古る。 TP3 てはこれら 

の僧位の標高か 他の試掘 坑 にくらへて lm 前後も低い。 第 4 層は TP3 のみにあ る 無 遺物 

層 てあ る。 第 5 届からは TP3 を中心に若 l の遺物を出土しており ， 中世末から近世初頭 

の堆積と考えている。 第 6 屈は大 ふ りの礫の促しる 氾濫 層 ，第 7 層は TP4 にのみ観察て 

きる 柑砂 てあ る。 第 8 層は血 っ 黒な」 同て ， TPl ては第 8 層から 第 12 層まて 漸移 的に変化 

する。 第 13 層似卜 は粗砂 乃至細砂てあ る。 第 6 店 以ト から遺物は出土しなかった。 

TP3 において， 第 5 層を除去して ，聯を合んて 固く叩きしめられた 砂質土を検出した。 

以下厚さ 0 ・ 3m は との間は，砂礫や 粘 質 上かそれそれ 荷 くもよくしまって 五層をなす ( 図版 

16-% 。 これを， 長年にわたって 人々に踏みしめられた 路面の推移を 小す層位と考えてい 

る 。 堆積の状 甘は 」 ヒに高 いゆるい傾斜をもつ 地形を予想、 させる。 その堆積の中から 採集て 

                                                                                                                                                          TP3 の 

位置は，同上地八 A と地点 B とを結ふ線上にあ たる。 地点 A.B は通称「 LM@ 越え」「白川道」 
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 第 51 図 ふ 掘 坑 位 百 図 第 52 図 「 rPl                         
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--   -   60 m   一 
    

  

  
    

          

  

  
  

    59 m     
      

  

      
  

        
" 一   58 m     

    
      
  Ⅰ ---   

  1 m 
  」   

  表 」 :   赤禍 色 Ⅱ   灰褐色Ⅱ   
  黒褐色 L         
                                        8 黒色                                                                     l6 l,l 色砂 

第 53 図 TP3( 左 ) .TP2( 中 ) .TP4( 右 ) の層位 

「志賀 越道 」などとよばれる 古くからの往還路の 切断点で，今回発見の 路面 跡 がその通路に 

あ たることはまちがいない。 この道路の歴史は ， Ⅱ京都の歴史 1. 』によれば，平安京以双に 

まで遡るとされるが ， その点は確証を 得ていない。 また AB 間の切り取りは ，幕末に尾 

張徳川 藩 東屋敷設置によるものであ るが，その時期まで 往還 路 として供されていた 点にっ 

いては疑問がのころ。 いずれにしろ 今後の調査によってより 正確な知見を 得るであ ろう。 

TP4 では耕作土居がみられない 上に， 上層の地積は 不安定な状況を 呈しており， 最近 

まで河川が暴れていたことを 物語る。 明治 20 年 測 図の『京阪地方仮製地形図』には ，三苗 キ 

ャ ンパスの中を ，地点 A から地点 B に向かう小川を 記しており， TP4 にみる浦路がそれに 

あ たるのであ ろう。 各試掘坑の層位の 相対関係をみると ，第 2, 第 3, 第 10 一 1, 帽は TP2 

において最も 高い。 結局 TP2 の位置が自然堤防上にあ って， その北側を流 路が ，南側を 往還 道 が走っていたことになろ つ @   
得た。 そのため，本年度以降事双発掘調査をおこ 低う予定であ る。 

4  環境保全センタ 一重金属処理装置 室 所管予定地の 試掘調査 (AY25 区 ) 

新宮予定地の 東南隅と西北 隅 に各 1 ケ所 ， 2mX 2m の試掘 坑 CTPl.2) を設けて試掘を 

おこなった ( 図版 1-52a.52b)o TPl では，地表 下 約 0 ・ bm までコンクリート 塊 や レンガ 

が詰まり，以下 混 質を含む砂礫 ( 第 2 層 ) を介して黄砂となる ( 第 54 図 ) 。 第 3 一 5 層と次 



54 京都大学吉田キャンパスの 試掘調査 

                                                                                              地表 下 約 2.2m                     再び粒子が細かくかつ 白っぽい 砂 ( 第 6 層 ) となり，この     
    59m " 一 る 

ともに白川上流から 運ばれて き たものと考えている。 

TP2                                                                                                                                         
  58@m 

                                                                                                                    lm で 西       
    1@ m 出することはできなかっ         

第 64 図 - TPl 面壁の層位 以上のように ， この地区では 比較的上位層から 無 遺物       
5  医学部附属病院画構内電気管埋設予定地の 試掘調査 (AI14 区ほか ) 

埋設予定地に 沿って ， 6 ケ 所の試掘 坑 ( 各 2mX2m) を設定した (TPl ～ 6, 図版 1-53a @   
TP5 では地表 下 1.5,n までに 第 1 一 3 層の近・現代   ヒ 層が堆積する。 吹 青色上伸 4 層 ) 

はシルト賀の 地積で，平安 末一 鎌倉初期の土師器細片を 出土した。 砂礫 ( 第 5 層 ) は砂岩， 

ィ   巨商岩からなり ， 遺物は出土しなかった。 TP6 では厚さ lm の表土を掘削すると 砂礫に 

    達し，砂礫上面は 棟前約 446m であ る。 
    

  
周 - トの 調査では 追構や 良好な遺物包含届を 検出 

・ Ⅰ -= 一一一一一 Ⅰ世 l 犬上 _1.. - 一一一 " 

          47 Ⅲ でさなかった。 から遺物が出土したことは しかし TP5 ，平安末期以後，鴨川， の広吉 色 上 ( 第 4 層 ) 
    

  申 -                             
  1@ m   含 届 かこの付近に 及んている可能性を 示す。 

第 55 図 TPR 束 培の層位   
( 注 」 

① 奈良国立文化財研究所 技戸 l 円 村 友博氏に 御 教示を い たたいた。 

(2) 足利 促亮 京都人学教養部助教授の 御教示による。   



第 7 章 京都大学構内遺跡の 花粉分析 

小堀謙二 

昭和 53 年 皮 京都人学」 ヒ部栢内て 実施した遺跡 掴杏 において，縄文時代，弥生時代，平安 

時代の造物を 含む数月ほついて 花粉分析をおこなった。 堆積物はいすれも 陸成層 て ，花岡 

君起源の抄竹工てあ る。 この土からは 花粉の検出数かまわめて 少なく，また 古代には生活 

血 てあ ったことから ， 眉 間の 撹 乱の可能性や ，不動物による 花粉の上届からⅠ展への 移動 

といった 問頒 もあ る。 したかって，今回の 結果たけから ，曲物 か 示 す 時代の古環境を 復原 

することには 無 凹かあ る。 今回は，今後の 古他生復原作業のための 一 資料を捉供し ，おお 

よその 古 環境を推足するにととめておく " 

1 試 料 

分析に用いた 武村 は 9 点てあ るか，花粉を 検出てきたのは 以下の                       

試料 1  農学部 迫跡 Ti(- 「 F:2 区 D 区 土城 埋 ヒ上層 ( 本年報 簾 ， 4 章，第 32 図 ) 

    F 区 ユ坑 SK2 型 七 上層       

    F 図工 坑 SK2 地上下層       

                                                  区 面壁第 8 層 照 褐色 土   
    億 SDlo 埋 上上席 ( 本年報第 3 章， 第 17 図 ) 

6   溝 SDlo 母上下層       

          

8       
上記の試料のうち ，縄文中期の 遺物を包含する」層の 試料は試料 2 . 3, 縄文晩期は 8   

弥生中期前文は 7, 弥生中期中・ 後葉は 6, 平プ双 ・中期は 4 .5 てあ る。 なお試料 1 を 

採取した 土 坑からは，縄文中期の 土器 か比 岐 山 まとまって出土したか ，股下層から ヒ ニー 

ル か 出てきたの て ，現代の撹 乱 てあ ることか判明している。 

乱れは各層のほほ 中央から 約 1 ㎏を 採 取 し ，そのうち約 0 ・ ， 3 ㎏を処理した。 

2  分析方法 

分析処理法は 農学部遺跡も E33 区ておこなった 方法 ( 東大曲査公 77 コ                                 

                                                              す へてのプレパラートの 仝視野を検鏡した。             

                                                                                                ら 低いようにプレパラート ィ乍成 
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に 配慮した。 なお検出花粉が 少量であ ったので，花粉ダイヤグラムは 省き，各花粉の 検出 

個数と， 比較的多く出た 層については 全花粉数に対する 各花粉数の相対頻度とを 示した 

( 第 2 表 ) 。 

3  分析結果と考察 

試料 2 .3 ( 第 56 図 )  試料・ 3 からの花粉の 検出はほとんど 無かったが， 試料 2 からは 

56 個の花粉を得た。 木木と草本がほぼ 同量 あ り，草では C ℡ m 而 ㎝ e( イネ科 ) と Chenopo- 

d 俺 ceae( アカ ザ W.) が比較的多く 出ている。 日本に分布する Chenop()(liaCca 吠 アカ ザ科 ) に 

第 2 表 花 粉 分 析 表 

    



  57 

は ， 海岸近くに生えるものと 内陸に分布するものとの 2 つのタイプがあ るが， 後考には 

Chenopodium( アカ ザ属 ) が属する U ヒ村 ・村田 6 り。 その一種であ る Chcnopod 田 lma.lhu 皿 

L.( シロ ザ ) を例にとってみると ，この種はあ らゆる土壌型， PH の広い範囲にわたって 育 

ち，環境への 適応性が大きい。 ただしその生育 此 はよく陽があ たり，土が頻繁に 撹 乱され 

る 所にかぎられる [LeRoy77 コ。 具体的には畑地や 川岸の荒地，またゴミ 捨て場によく 見ら 

れる。 したがって F 区の分析結果 ら 推定できる 古 環境は，頻繁に 撹 乱をうける 裸地 的景観 

であ り， Ch@cnopodium( アカ ザ属 ) の生育 地 としては， 人間の居住 区 ， および洪水等でし 

ばしば 撹 乱をうける川岸が 想定できる。 これは，出土遺物の 分布から農学部遺跡 月 G32 区 

F 区 付近に縄文人の 活動の中心地が 存在したとする 推論 [ 泉 78 コ と 矛盾しない。 

一方， F 区 より北西 20m の地点で調査した 試掘 坑 ( 図版 1-42f) から，縄文時代の 遺物を 

包含する泥炭層が 2 層発見された。 上層からは晩期の 遺物が，下層からは 中 ・後期の遺物 

が 出土している [ 東 大理文研 78ap. ェ釦 。 両層 とも周囲の古環境は 基本的には Cyclob ㏄ llano- 

psis( ァヵガシ 亜属 ) を主要素とする 照 英樹の極相称であ る。 下層では，                                           

んど認められないが ，上層では下層にくらべて ，人間の森林に 及ぼす影響が 強く現われて 

おり，一部オープンな 景観が出現したことが 指摘されている 印 京都大学農学部遺跡 BG31 

圧出土の植物遺体』参照 ) 。 このような時間の 経過 @ 伴う森林破壊の 進行は，京都市北 E の 

深泥 池 でも見られる。 本 試料はこれらと 比べてより破壊の 進んだ段階を 示している。 

ところで， 本 試料を採取した 土城 SK2 からは縄文中期の 土器が出土しているが ， これ 

を手掛かりに 地層の比較をすると ， 本 試料は泥炭下層に 対比できる。                                                   

第 56 図 花粉分析     2.3eD 採取層位 第 5 ァ国 花粉分析試料 5 .6 の採取層位 



    
には大きな差異があ るが，それは ， 本 試料の分析結果が F 区を中心としたミクロな 環境を 

反映し，泥炭が F 区を合 む マクロな極相林の 環境を反映していると 考えれば， うなずけな 

いことはない。 しかし，両地点がきわめて 近距離であ ることを考慮すると ， 裸地的 植生は 

泥炭の花粉に 何らかの形影を 及ぼしていいように 思う。 この意味では Chlenopodiacca 吠ア 

カザ科 ) が 検出され，森林破壊の 様子もうかがわれる 泥炭上層に， 本 試料は近いと 言える。 

なお縄文時代以前の Chenopod 面 m/ アカザ属 ) については花粉分析の 報告があ る (TSukad ぬ 

72 コ。 

本 試料の時代についての 別の可能性は ，農耕が確実におこなわれた 時期とすることであ 

る。 分析結果がマクロな 環境を反映していると 考えると，その 吉植生は広い 範囲にわたっ 

て森林の低い ，印地景観が 想定できる。 植生破壊の程度から ， 本 試料の時代は 泥炭上層よ 

りずっと後代のものとなる。 つまり」 : 坑 SK2 の 埋 上には，新しい 時代の花粉が 混入して 

いることになる。 この混入 説と 縄文時代 説 とのいずれが 正しいか判定する                                 
試料 1  農学部遺跡 BG32 区 D 床土 坑 塊土上層より 採取した試料で ，花粉は大量に 検 

出できたが， 同じ土坑の下層からは 花粉は検出でき 低かった。 木木では 麟 nus( マツ 属 ) 

が撮も多く， ついで Cryptomer ぬ ( スギ 属 ), CupressaceacType( ヒノキ料理 ), Lc Ⅳ do- 

balanus( コナ                                                                                                                                                                                         

草本では G ㎎ mmncaeM ィ                                                                                                                                       100 円 

に 達するトウモロコシ 型花粉も多数含まれていた。 そのほか Compositae( キク科 ), (,ruci- 

ferae Type( アフラナ村里 ), Chenopodlaceae( アカ ザ科 ・ ), Caryophyll ㏄ (Ccae( ナデシコ 科 ), 

AchyranithcsType( イ / コズチ属型 ),JusticIa( キツネ / マゴ属 ) などのような 荒地性の雑 

草 が検出できた。 木本 は 全花粉 中 40% 弱であ った。 この結果からは ，樹木の少ない 草地が 

推定でき，比較的最近の 陸成王 は ，周囲の植生を 反映する形で 花粉を含んでいることが 判 

った。 

試料 8   
試料 7  全花粉 由 木本は約 20% で ， 残る 80% は草本であ る。 草では Chenopo 小 ace ㏄ 

( アカ ザ科 ) が最も多く ， (-Lram エ IlncacM イネ科 ), Compositac( キク科 ), Crucifcrae( アブラ 

ナ 科 ), CaryophyIIaceae( ナデシコ 科 ) などがみられる。 Chenopodiaccae( アカ ザ科 ) が 前 

込 めような環境を 示すとすると ， 古 環境としては ， 土 ．壌の撹乱が 頻繁におこなわれる 裸地 

的な景観が推定される。 
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木本は試料 6 に出現しているものと 変わらないが ，ただしこの 属では Fagus( ブナ 属 ) の 

多いのが注意をひく。 Fagu ㎡ブナ 属 ) は 照葉樹林よりも 高地に分布し ，京都付近では 標高 

600m 以上に出現する。 したがってその 花粉が低山帯の 花粉に混じって 高率に検出される 

とは期待できず ，深泥 池の データでも縄文中期以降， 照葉樹が優勢な 時期には Fagu ㎡ ブ 

ナ属 ) はきわめて 少 低い。 しかし深泥 池の データではその 後， P 土 TLnus( マツ 属 ) が増加し 

て， Cyclobalanopsis( アカガシ亜属 ) が減少し森林への 人間の影響が 現われ始める 時期に， 

Fagus( ブナ 属 ) が一時的にわずかに 増加する傾向があ る ( 中堀 : 未発表資料 ) 。 深泥 池 のこ 

の時期にこの 試料は対比できる 可能性があ る。 

試料 6 ( 第 57 図 )                CycIobalanops ね ( アカガシ亜属 ) や Ce Ⅱ 曲 ( エノキ 属 ), 

Hnus( マツ 属 ) など，                                                                                                                                                                         

木類は Compositae( キク科 ) が少しあ るが， Crrammnae( イネ科 ), Cyperaceae( カヤツリク 。 

サ科 ), Chenopodiaceae( アカ ザ科 ) などが欠けているのが 注目される。 古 環境としては ， 

草地よりも林を 想定するほうが 妥当であ る " 

試料 5( 第 57 図 )  検出花粉が少なかったが ，木本，草本とも 出ており， Cruc@ra. ㎡ ア 

ブラナ 科 ), Caryophyllaceae( ナデシコ 科 ), Gramincac( イネ科 ) などがみられるところか 

ら，草の生える 明るい環境を 想定しておく。 

試料 4  全花粉山木本は 約 30% であ り，花粉全体の 出現傾向は試 W.7 とよく似ている。 

推定できる 古 環境は農地的な 草地で， ここでは人間と 結び付きの深い Xanthiulru( オナモ 

ミ属 ) も 出ている。 

4  小 結 

縄文・弥生・ 平安時代の各遺物を 含む土層から 採取した 8 点の試料についての 花粉分析 

をおこない，その 結果，次のことが 推定できた。 

試料・ 2.3 については，含まれていた 花粉を， 縄文時代のものとするか ， 後の農耕 期の   
環境であ ると思われる                                                     今後データの 集積に待ちたい。 

試料Ⅰについては ，どく 鼓 近境乱をう                                                                                                               

過去の農地などの 環境をよく表現していることが 判った。 

試料 6.7 では， 弥生中期前葉に 比定できる試料 7 では草が多く ， 裸 地内性格が強い。 

中期中，後葉に 比定できる試料 6 では，草が少なく 樹木が多くなる 傾向があ った。 想像を 

たくましくすれば ，弥生中期前葉から 後葉にかけて ，草地から林への 植生遷移を考えるこ 



    
ともできる。 しかし合のデータの 少ない段階では 様々な問題を 含んでいるので ，今後の遺 

跡調査の結果を 待って再び考察すべきであ る。 

試料 4.5 では， 試料 7 ど 花粉の出現傾向が 似ており， 樹木の少ない 裸地 的景観が想定 

できた。 

以 - ヒ ，おおざっぱに 古 環境を推定したが ，既述したように 陸成 堆積物は様々な 問題を含 

んでいる。 今後，各時代の 堆積物， とくに 古 環境復原の基準となるべき 泥炭層の上・ 下層 

を丹念に調査し ，より確かな 古 環境を復原していく 必要があ る。 

なお本章を舌くにあ たっては，京都大学教養部生物学研究室堀田満教授，同大学院植物 

分類学専攻天頂 徹一 氏から， Chenopodiaceae の生育環境について 助言をいただいた。 



第 8 章 京都大学構内遺跡と 京・白河 

岡田仮 良 

1  はじめに 

                                    して有史以後をも 調査することにな                                                                                       

点 じ (,3f 区 ) の調査による 瓦 溜の発見であ った [ 東大理文研 78b コ 。 ここに始まった 平安時 

代を中心とする 遺跡調査は，北部構内から 次いで教養部構内に 及び，さらに 昭和 51 年に病 

院画構内， 同 52 年には医学部構内において ， 平安後期から 鎌倉・室町時代にかけての 良 

好な遺跡を発見し ，現在ほぼ吉田キャンパス 全域に遺跡が 及んでいることが 明らかとなっ 

ている " 

調査を重ねるにつれて ，                                                                                                                               

その成果の一部はすでに 公表されている ( 宇野 78 コ。 それと並行して ，遺構に対しても ， 各 

時代を追っての 理解が進み，現在ようやく 全構内的規模で 遺跡の様相を 把握できつつあ る。 

そこで注意される         地域的にみて 北部構内にひろく 検出できる遺構畔と ，本部構内城 

南の遺構 群 との間に，追跡の 立地状況や遺構 口 休の性格についてかなり 相違する要素を 見 

出すことであ る。 それはおそらく ，奈良時代から 鎌倉・室町時代にかけての ，鴨川以東の 

開発のあ り方に起因するものであ り， したがって，構内遺跡全体に 対する理解は ，平安京 

郊覚の土地利用や 鴨東白河における 都市的開発を 抜きにして得ることはできない。 

本章は，そうした 観点から，今までに 得た構内遺跡の 調査成果と，合わせて 周辺遺跡の 

調査，諸研究をふり 返り， 奈良時代以降の 鴨川から東山に 至る地域の開発， u 卜でも「 京 ・ 

日河 」と並び称された 平安後期の鴨東白河における 市街地経営のあ り方と構内遺跡との 関 

わりを探るものであ る。 

2  京都大学構内遺跡検出の 遺構 

吉田キャンパスにおける 歴代の調査の 目録は本年報巻末第 5 表のとおりであ る。 それら 

すべてが明確な 遺構を検出しえた 調査ではなく ，今までに確認している 主要な遺構を ，調 

査地点別に第 3 表および第 58 図に示す。 中には， ごく限られた 部数の略報告程度の 刊行物 

以外では公表されていない 遺構も含まれているため ，ここでは論をすすめるにあ たって ， 

まず各地点の 遺構を概観してみる。                                                                                                                   

らに吟味せねばならないことを 断 わって お @ 

北部構内の遺跡                                       溝 以外にあ まり顕著な遺構を 検出していない。 それ 
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らを総括してみると ，まず平安前・ 中期には，第 9. 第 54 地点など構内南部から 西部にかけ 

て追跡の中心があ り，中央から 束 」 ヒ 部にかけては 遺物の出土ずらごくわずかであ る。 とこ 

ろが平安後期には ，中期の遺構検出地点では 遺構，遺物の 出土が稀薄であ り，中央から 東よ 

りに顕著となる。 鎌倉時代以降になると ，性格はよくわからないが ， 2 条ひと組の溝とい 

                                                                                                                                  第 16 地点、 には室町時代の 羽釜をまとま 

って出土 - した地区があ る。 こうした中で ，                                                                                                                   

わずおおむね 典北より束に 振り， 平均すれば N7 。 40 ， E という値になる。 まれに真南北方 

位 をさす溝があ っても，必ずその 一部では束に 振るように屈曲しており ，計画的に正方位 

をとったとみなし 得る遺構はない。 それらのうち ， 第 12 地点の池 SDl0 ・ SDl3 と策 f6a 

地点の溝 SDI8 は， 微 高地の縁辺に 沿う遺構であ る。 また， 出 : ヒ している 古瓦 類は，奈 

良前期から室町時代にわたるが ， 第 8. 第 16a 地点では平安後期， 第 9 地点では平安中期 

を 中心としてまとまって 出こ ヒ している。 

本部構内以南の 遺跡 本部，教養部，医学部，病院，熊野各構内では ， 第 El0 地点から 

第 14 地点にかけて ，平安中期以前と 考えうる溝があ り，病院 画 構内第 39 地 " でも平安中期 

の 造作とみられる 護岸跡を検出しているが ，遺物の出土は 少ない。 北部構内にくらべて ， 

平安中期のこの 地域はまだ開発の 途についたばかりであ ったようであ る。 

平安後期には ， この地域全体 に 遺跡がひろがり ， 病院画構内第 19, 第 39 地点ではこの 時 

期の遺構，遺物がまとまりをみせる。 またこの地点における 平安後期から 鎌倉初期にかけ 

ての 溝 遺構が，その 方位をすべて 真北よりわずかに 西に振るという 傾向も，全構内遺跡を 

通じてここにだけ 見出せる特徴であ る。 なかでも， 総 延 長 56m にわたって検出した 溝 SD 

28 は， これを街路に 沿う遺構と判断できる 点で特筆できる。 

一方医学部構内第 41 地点は，鎌倉昭代から 室町時代にかけての 遺構が顕著で ，遺物の数 

量も移しい。 遺構の方位は ，北部構内ほどでは 低いにしても ，やはり 若 千束に振る傾向が 

あ るが， 室町前期の遺構に 限って偏角は 1o 未満であ る。 室町後期の遺構であ る病院 西 構 

内の満 SD33 もやはり正方位をとり ，両地点における 遺構の共通性を 指摘しうる。 

教養部構内でも 平安後期以降の 遺構を各所で 検出しているが ，その方位を 知りうる遺構 

は，各時代一貫してすべて 束に振り，むしろ 北部構内と共通する 一面を示す。 近世まで降 

ると，各構内とも 一様に田畑化するようで ，個別的な方位をもつ 遺構はなくなる。 北部構 

内から病院構内に 至るまで，耕作に 伴う                                                                                                       

点でも 4 。 一 10 。 東へ 振るのであ る。 
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第 58 図 京都大学構内遺跡の 
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3  白河条坊の検証 

構内遺跡の概況は 以上のとおりであ る。 その中で，病院内構内の 遺跡は，平安後期から 

鎌倉初期にかけて ，他の構内遺跡と 様相を異にする 点が顕著であ る。 これは，法勝寺造営 

に 始まる院政期を 中心とする 日 河の地の開発が ， 新たな 街 割を伴っていたことによるもの 

と考えられる。 

白河における 街 割とそこに配された 寺院及び御所の 比定に関しては ，古くに江戸時代の 

地誌 類 にも多く掲載されており ， 穏延 3 (1748) 年の森 幸 女の作図にかかる「中古京師内覚 

地図」にも詳しく 描かれている。 降って大正年間の 間田直二郎氏による 法勝寺に関する 論考 

( 西田 25 コ を 経て，福山敏男氏がそれらに 誤謬の多いことを 指摘し，洛中同様の 条坊の存在 

と六勝寺の規模や 位置について 詳細に再検討を 行なった [ 福山 43 コ " 次いで杉山信三辰 は， 

尊勝手比定地の 発掘調査結果をふまえて 福山案を修正して 杉山・岡田 61 コ， 加えで六勝寺以 

外の白河御堂と 院の御所の規模，位置を 文献史料をもとに 考定した [ 杉山 62 コ。 ほかにも林 

屋 辰 三郎氏の法勝寺に 関する論考 [ 林屋 60 コ や 沖田 菊 太郎氏による 条坊復原案 [ 津田 78 コがあ 

る 。 こうした諸研究によって ，文献の上から 白河のかつての 街並みを復原する 試みは，す 

でに尽くされた 観すらあ る。 

一方， これらを補完し ， 新たな考証資料を 提供しているのが 一連の発掘調査であ る ( 第 

  
4 表，第 59 図 ) 。 表 中の比定物件は ， 一応報告者の 見解によったが ，これらはほぼ 杉山 案 

に 基づくよ う であ る。 しかし， a 地点の建物が 尊勝寺に属するとしても ，それが 塔跡 なの 

か南大門なのか 議論が分れたり ，昭和・ W3 年 12 月末現在，京都会館西方で 調査中の長大な 建築 

遺構が検出されても ，直ちに 比 正する物件が 見あ たらないなど ， 街 割の実体はなお 漠 とし 

                                                                                                                                                        り，                                             
  

をと たものか否か 判然としていない。 結局，白河と 称される地域全体において ，街路を 

どのように配置し ，街区にどれほどの 広さを与えたかという 街 割の計画性をまず 明らかに 

する必要があ る。 鴨束 において，平安京の 条坊に倣った 街割 が存在したことに 関する確実 

な資料はないが ，先学の指摘する 如く，白河辺の 東西方何の街路が ，洛中の呼称に 末を イ Ⅱ・ 

                                            発掘によって 検出される遺構が ，正方位またはわずかに 西に振る点が ， 

鴨束 においてむしろ 特殊な方位であ ることから， 街 割は条坊の規格に 則るものとして 論を 

進めたい。 

白河天皇によって 最初に造営されたのは ，二条大路 末 に西人門が開かれる 法勝寺であ り， 

この法勝寺西辺の 築垣が東西方向の ，そして二条大路 末 が南北方向の 街割の基準となった 
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ことは想像に 難くない。 すでに ざ 地点の調査によって ，法勝寺金堂の 規模と仕置は 確定し 

ている。 また，先の福山論文中に 引用されている ，陰陽頭による 承保 3 (1076) 年の勘文中 

には， 洛中高倉小路面辺から 法勝寺西築垣まで 664 丈 2 尺 ， 東京極大路中央から 法勝寺金 

堂 東南 角 まで 583 大 6 尺 という当時の 計測 位 が記されている。 ただし， 福山氏も指摘する 

ように， この ぎ 「・測に用いられた 尺は平安京造営 尺 よりも延びており ， 1 尺は 1.035 平安京 

  
造営 尺 となる。 平安京造営 尺を 0 ・ 2991m として ( 佐々木 78 コ ， 承保勘文中の 値を換算して 

導くと，金堂 束 瑞の位置は，発掘による 推定位置より 50m ばかり東方へはずれる。 しかし， 
(4 、 1 

洛中における 精度からみて ，その 人 ぎな誤差は多分 嶋 川を越える計測のためであ り，陸地 

部ではかなり 精確であ ったと考えられる。 したがって， 664 丈 2 尺から高倉小路面 辺と 東 

京極大路中央間の 承保 尺 による 値 132 大 4 尺を差引いた 531 丈 8 尺と ， 583 大 6 代との 差 518 

尺は ， 西 築垣と金党東端との 距離とみて大きな 誤りはないと 考える。 これによって ，金堂 

東端から 西 築垣までは，ほぼ 160.3m 前後と確定しうる。 

さて，ここで 今日までに確認されている 遺構のうち，直接街路に 接すると考えうるもの 

                                                                                                                    Z 地点道路東側側溝をあ げることができる。 

しかもこの 3 つの遺構に限って ，いずれも方位を 真北から 2 。 50 ，前後面 へ 振るという共通 

点があ る。 偶然の一致でないとすれば ，その方位こそ ，白河の街割を 施行したときの 方位 

ではなかったろうか。 そこで， 京都市発行の 2, ・ 500 分の 1 の地図上に，すでに ぢ えられた 

                                                                                                                                                                                        これら 2 直線間 

を計測すると 約 837m という値を得る " この間に， 6B 上分 24(N 丈の街区と小路 4 節分 16 丈 と 

をおさめると 残りの丈尺が ，法勝寺西大路 ( 伝道 ) とその 4 町四の大路 ( 今 朱雀 ) との幅員の 

和 になるはずであ る。 この場合の造営 尺は ，承保勘文の 尺度に拘泥する 必要はなく，むし 

ろ調査担当者から㍻ 告のあ る 法 勝 寺 0 ・ 303m ( 梶 Jll76 コ ， 尊勝手 0 ・ 30lmCI 楽 ・藤村 73)@C 

近い値を想定するべきで ， 2 大路の和は 20 史と推定しうる。 ず なわち， 837m は 276 丈にあ 

たるとしなければならず ， その造営 尺は 0 ・ 3032 。 n となり， 首肯しうる値を 導くことがで 

きる。 しかも伝道を 12. 丈 ， 今 朱雀を 8 又 とすれば，尊勝寺南大円と 推定まれる ぽ地 " 建 

物の山心に，忠道から 2 町西の小路をおくことができる。 さらに， / 地点築垣から 同じ 

造営 尺 によって南に 40 丈 とると，まさに れ 地点建物の中心を 通ることになり ， この遺構を 

東西 2 町の敷地南面中火に 開かれた南大門跡とする 推定がさらに 有力となる。 

このようにして ，東西方向の 街割は得ることができたが ，南北方向については 二条大北 

辺と 冷泉米市 辺 とを確定したにすぎず ，他に適切な 資料がなり。 ただ，二条 末を 17 丈 とず 



    

るなら，洛中と 同様に北へは 2 町おぎに， 幅 i0 丈の大路をとるのが 妥当のように 思える。 

第 59 図に示す 街割は ，あ くまでも 白 何における 方格 地割の墓木型を 示したまでで ，六勝寺 

や院の御所の 占地については ， この後のこととしなければならない。 

4  京都大学構内遺跡の 北 と両 

院政期に，白河の 地に営まれた 院の御所や御堂建築のうち ，最も北にあ たるのは賀陽院 

藤原泰子御願の 福 勝院 であ る。 仁平元け 151) 年に創始され ，その南西門を 近衛 末 に開いて 

いたという ( 杉山 62, 川上 77 コ。 近衛 末 が今の近衛通りよりも 北に仕置することは ，前節の 

考証結果からもあ り得ないようであ るが，教養部構内では 平安後期の遺構，遺物が 比較的 

まとまって出土しており ( 第 58 図第 15.48b 地点 ), 白河条坊がかなり 北 まで及んでいた 可 

能性は大きい。 しかし，病院構内より 北では，今までに 方位を西に振るかまたは 正方位の 

同時代遺構を 検出していない。 法勝寺創建以降の 白河における 市街地の開発が ，漸進的な 

ものであ って，あ る時期に既存の 条坊の方位と 異なる 街割 がおこなわれた 可能性もあ る。 

福山論文中に ，法勝寺西大路が 北へ神楽岡まで 通じたのは大治 2 (1127) 年 7 月のことであ 

ったとの指摘があ ぢ ，大治 2 年といえば法勝寺供養から 50 年を経過しており ，白河に存在 

したと考えうる 条坊 約街割は ，当初からその 計画域を限定したものでは 低いことを窺わし 

める。 もっとも，二条 末 に沿っては，尊勝手建立の 康和 4(1102) 年 以前に計回された 街割 

があ って，その街路はすでに 病院構内にまでは 達していたのであ ろう。 とし低ければ ， 尊 

脇 寺に遅れること 16 年で創始された 最勝寺が， 法勝 ・尊勝両手の 間に寺域を与えられたこ 

とや， a 地点建物が小路の 正面に位置することが 解せない。 

ところが，年代は 降るが， 医学部構内                                                                                               

る 遺構 群 があ り，しかもの 地点で確認した 40m                                                                                                   

能 性が大きく，室町時代には 確実にそのような 敷地割が存在したことを 認めうる。 福勝 院 

の退転の経緯は 弘安 10(1287) 年以降明らかではなくて 杉山 62 コ ，室町時代には ，吉田・熊野 

両社の境内地が ，本部構内以南のほとんどを 覆 う ( 川 l 上 77 コ ことを考えれば ，両社領内にお 

ける再開発を 考慮しなければならないだろう。 

一方北部構内では ，平安時代以前から 方位を東に振る 地割が，現代に 至るまで存続して 

いるとみるほかなり。 古代条里制の 施行に関しては ，白川水系の 氾濫にしばしば 見舞われ 

ていたような 扇状地にどれほど 施行されたかは 疑問であ るが，米倉二郎氏によれば ，百万 

遍の東北に「十二坪」という 坪名があ ったとのことであ る [ 米倉 56 コ。 いずれにせよ 正方位に 

よる地割は全くおこなわれることがなく ， 微 高地に沿うような 溝が各所でみられる 点から 



    
みて，地形に 沿った地割が 優先していたものと 思われる。 北部構内市部は「神楽岡吉田守」 

の境域が及んでいたと 考えているが ，それとても 古来の地割に 沿うものであ ったとするほ 

かない。 もっとも，個別の 伽藍は今までに 検出されたことはなく ，地白川廃寺塔 跡 が正方位 

に 近い方位 (N1 。 40 ， E) を示すように ( 浪貝 ・梶川編 76 コ ，建物がどうであ ったかは判らない。 

5  まとめ   
にすることは ，以上のとおりであ る。 平安後期の白河における ，条坊を模した 市街地形成 

は，おそらく 周辺の条里またはそれに 準じた開発とは 全く別の手法によるものであ り，そ 

れが，構内遺跡のあ り方に大きな 相違をもたらすことになった。 そこにもたらされた 遺構 

の N2 。 50 ， W                                                                                                                                                                                         

もみなせるが ，当時の土木事業に 磁石の使用があ ったとすれば ，地磁気の永年変化にはみ   
                                              前後の値をとっている [ 広岡 70 コ 。                                                                                       

地磁気の変化に 基づいて解明しようとする 試みもあ り ( 渡辺 68 コ ，五週できない 問題ではあ 

るが，現段階ではそれを 十分論じうるものではない。 

そのほか，京都大学構内遺跡では ，調査を重ねてぎたとはいえ ，歴史上，構内またはそ 

の 近辺に比定しさるはずの ，吉田 寺 ， 福勝院 ，山河北殿，吉田社旧地などが ， 未 だ明らか 

にはなっていない。 これらは今後に 残された課題であ る。 

口 洋コ 

㈲表記した遺構以外にも ，いくつか調査されているが ，一応の㍻告があ る遺構のみ掲載した。 

(2) 二条大路 末 の隔日については ，まず福山氏が 17 丈を提唱し [ 福山 4.n コ， 次いで杉山氏が 8 丈を推し 

[ 杉山・岡田 f6n コ ，最近では，地点調査 押 ．老者が再び 17 丈をとり ぅ るとした [ 正楽・藤村 7 打。 

㈹ 同 勘文中，六条坊門小路から r 、 条 大路北辺までと 押 小路北辺に至る 司 ・ 測値が ， それぞれ 623 大 2 

尺 と 5f68 丈 2 尺であ り，これを延喜式に 則る丈尺 f645 大， 588 丈に相当するとして 導いた。 

㈲ 上記㈲の承保の 2 数値の差 55 丈は， 569.3 平安京造営 尺 となり， 押 小路北辺から 二 ， 条 大路北辺ま 

での延喜式による 値 57 丈に対し ， 0.1% 程度の誤差しかなり。 

(5) 「史料総覧』所収「 鯨珠記 」の引用による。 
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一平安京と京近郊一一 

宇野隆夫 

平安京は延暦 12(793) 年に， その造宮を刑 始し ， 以後 1000 余年を経て，現在の 京都市街 

となる。 その古代から 近 ・現代に至る 遺跡は， 鼓 近の調査件数の 増加によって ，次第に明 

らかにされているが ，平安京の東を 南流する鴨川以東の 地 ( 鴨束 ) にも同時代の 遺跡が存在 

する。 京 内の遺跡と京近郊の 遺跡とがどのような 関わりをもって 形成されたかを 知ること 

は， 日本の「都市」を 考察するうえで ，重要な視点を 与える。 本章では，文献資料と 考古資 

料から，現在までの 知見をまとめ ， 鴨 束を中心にこの 川 題を考えることにする。 

1  文献に現われた 山城国愛宕 郡   
  

以下『後 紀 』，『 続俊 紀』， 圧 文夫 ム 『姉文』と略す ) を中心にして ，山城国愛宕 那と 関係する 

資料をみると ，葬送，寺院と 神社と邸宅，その 他の記事があ る。 これらは相互に 関連する 

ものであ るが，以下，順にみることにする。 

葬送 天皇家と貴族の 葬送記事としては 次のようなものがあ る。 

『文案』斉衡 3 (856) 年 6 月 25 日 条 @ は， 源潔姫 の 葬地を賀楽岡 ( 神楽岡， 現在の吉田山 ) 

    
あ たる "  そしてⅡ三笑コ 天安 2  (858) 年 12 月 9  日 条に，                                                                                                               

                                                                                                                            同墓 には貞観 元 ㈹ 59) 年 5 月 15 日に守家 

一戸を充て，貞観 5 (86% 年 3 月 15 口には兆域 地 四町を四 履 の 眼 と定める " 

『姉笑』貞観 14(872) 年 9 円 4 日 条 には，藤原良房を 愛宕 郡 白川辺に葬る ， とあ る。 この 

藤原朝臣良房愛宕墓は 同年 122 月 13 日に十陵四塞に 加えられ，十陵五基となる。 

『姉笑』元慶 4 (880) 年 12 月 7 ロ条には，清和天皇を 愛宕 郡ヒ 栗山山に葬り ( 火葬し ), 遺 
  

骸を水尾山に 置く， とあ り現在，京都市左京区黒谷町に 火葬 塚が ，同右京区嵯峨水屋に 山 

陵が比定されている。 ただし杉山信 三は ， 上 粟田は京都市左京区北白川をさすとしている 

( 杉山 55 コ。 また吉田山付近にはこのほか 多くの陵墓が 地足されている。 文献にみえる 賀 楽 

団白川 地 ，白川辺の正確な 位置は不明であ り，現在の陵墓の 比定もすべて 正しいとは考え 

られないが，吉田山付近に ，天皇家およびそれと 密接収関係をもつ 人々の 葬地 が存在した 

ことは認めてよいであ ろ       
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なお， 『 三 ， 実 』貞観 8 (866) 年 9 月 2,2, 日条に ， 愛宕邪神楽岡辺側の 地に 葬欲 することを禁 

じているが，その 理由は㌍ 茂 御祖神社の隣近の 地であ ることによる。 これは『後 紀 』大同元 

(806) 年 3 月 2.3 口条に ， 洛北に山火事があ り， 山陵地に定めた 山城国高野部宇多野が 賀茂 

神に近いためであ るとされた記事 と 同様のものであ る。 福山敏男は，延久 5 (1073) 年 5 月 

以後，㌍ 茂 袖の訴えが功を 奏し，皇室関係の 葬場として神楽岡東を 選ぶことを避けたと 推   
                                                                                                                                                                                                      『姉笑コ元慶 8  (884) 

年 12 月 i6 同条に，藤原津子中尾山陵の 四至の堺を定める ，とみえる。 また 同 i2 月 20 口 条 に 

新たに十陵丘墓を 定めるが，藤原良房 と源潔 姫の墓が除かれ ，藤原洋子息声山陵，藤原紹 

継 束 ，藤原敬子夏 が 加えられる。 藤原 澤 了は仁明天皇の 后で光孝天皇の 母，藤原 総継は光 

孝 天皇の覚祖父，藤原敬子は 同外祖母であ る。 次いで 同 12 月 わ日条 には，愛宕 郡 鳥声 郷地 

四町を藤原綴継の 墓地とし， 同部八城 姐は也十 町を藤原敬子の 墓地とする。 『温突』仁和 元 

(885) 年 10 月 8 口 条 には藤原注子の 山陵に守家五戸を 置き， 藤原 総継と 藤原敬手の墓にも 

吾一戸をおく ， どみえる。 

『 三 ， 実 』仁和 3 (887) 年 5 月 16 日 条 には，愛宕 那鳥部郷 榛原村拙工 f 丁を施薬院に 与える，と 

あ るが，施薬院使は ， 院 所領の山がかつて 榛原村にあ り藤原氏の 芽地 であ ったが，元慶 8 

(88 の 年 i2 月 16 日の詔によってⅡ」尾山陵に 含められたため ， 氏人の葬送が 便を失している 

ことを奏し，従来通りの 葬送が許される。 

このほかⅡ日本紀略』には 早く， 天兵 3 (826) 年 5 月 10 旧条に恒 世親王を愛宕 郡 馬部手風   
  鳥辺山付近に 比定される天皇陵としては ， 後白河天皇法性 寺陵 ( 京都市東山区姉十姉間 

堂廻り ), 後堀 付人皇 御 古寺 陵 ( 京都 旧 東山区今熊野 ) などがあ るが， 平安時代のこの 地は 

おもに藤原氏の 芽地 であ った。 

大皇家と貴族以覚の 人々の埋葬についても ，支配者の日を 通してのものであ るが，若干     
に 葬ることが常となっていたが ， この地は京に 近く 槻 れを避けるべきであ るので厳しく 禁 

止し，違反するものは「覚国」に 移目 する， との勅がみえる。 次いで『姉笑』貞観 13(871) 年 

間 8 月，， ;8 日 条で ，百姓の葬送放牧の 地を，萬野部五条荒木 画里 六条人愛原 虫 ，紀伊部十条   
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ものであ る。 愛宕 郡 については記述がないが ，別に定めているのか ，天皇家と貴族の 葬 他 

があ るため百姓の 葬地を設けなかったかは 不明であ る。 同条に「愚昧の 輩， その意を知ら 

ず， 競いて 占 営を好む」と 記 ずように， このような規制がどの 程度登底したかは 疑問もあ 

るが，少なくとも 為政者は京外に 身分・階層によって 明確に分けた 墓域を設定しようとし 

ていることが 判る。 

寺院と神社と 邸宅 『口木 紀略 』貞元 2(977) 年 4 万 21 同条には「吉田守」， 訂権 ぎ己 』長保 

3 (1001) 年 6 月 20 日 条 には「吉田社 北 三丁円石葬送 之盧 」， 『小石 ま己 』 永詐元 (989) 年 9 月 26 

口条 には「 吉 Ⅲ 卒堵婆 供養 所 」の名がみえる。 杉山信 三は ，この吉田守 ( 神楽岡吉田 寺 ) が 

京都市左京区北白川追分町付近にあ り，吉田社地葬送所 ( 卒堵婆 供養 所 ) に ィ寸 属する寺院で 

あ ることを推定している                                                                                                                                                                                       

                                      平安京の北では 蓮台野と蓮台 寺 ，および衣笠 と香隆 寺との間にもみることがで   
  

と捌且定 できるのに対して ，平安時代に 始まる上記の 寺院は葬 地 と密接な関係を               

大きな差異があ る。 福山敏男は 9 世紀に陵墓と 密接に結びついた 寺院が出現し ， 10 世紀に 

はその関係が 一 屑 緊密になることを 明らかにしている [ 福山 69 コ。 

『姉案』元慶 3(879) 年 5 月 1 日 条 には， 鴨川の東に粟田 院 ( 藤原基経の山荘 ) があ り， 太 

上天皇 C 浩和 ) が清和院から 遷 じた， とみえる。 そして『姉笑』元慶 4 、 880) 年 HJd25 日 条 に 

は円覚寺が右大臣粟田山花であ る， と 記す。 これは貴族の 私邸が天皇家の 崇 仏 と結びつい 

て 寺院となる例であ る。 円覚寺の位置については ，京都市左京区北白川にあ るとする説と 

向岡崎にあ るとする説とがあ るが，杉山信二は 北白川に比定している ( ホ 多山 55 コ 。 

『二案』貞観 14(872) 年 2 月 7 日 条 には， 藤原氏宗が没し ， 在原行平等を 東山白河窮に 造 

わす， と記す。                                                                                                                                                                                                                       

墓 経の別業であ るとみえ， 『袋草子』 巻 1 能宣集 ( 大山臣能宣，正暦 2                                             

河殿がもと心思親王のものであ り，藤原忠平に 譲ったとあ る。 また鎌倉末期の 文献であ る 

『帝王編年 ; 己 』承暦 元 (1077) 年条 に法勝寺の地が 藤原氏の別業であ ったと記す。 福山敏男は 

白河 第 と白河 院 ( 殿 ) との関係は不明であ り，白河 院 については良房や 基経の所有であ った 

かどうかは問題であ るが， 公忠 以後 1 世紀以上にわたって 藤原摂関家の 所領であ ったこと 

を示している ( 福山 75 コ。 

『 三 ， 実 』貞観 5 (863) 年 9 万 6 日 条 には愛宕邪道場一院が 定額に預かり ， 禅林寺の名を 賜 

う ， との記事があ り，現在も京都市左京区南禅寺の 北に永観堂として 存続している。 また 
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『 続 俊紀』承和 4(837) 年 2 月 27 日 条 には， 愛宕 郡 八城 郷 の八城守に接する 地に， 侍 将真 道 

が 桓武天皇のために 建立した道場 ( 八 坂東 院 ) があ り，その四至を 一院として 僧 一ロ を 置き 

護持することを 許す ， と記す。 これは道場が 昇格した例であ る。 

道場に神を祀る 例は『 続 俊紀』天長 10(833) 年 12 月 1 口薬にみえる。 同条には愛宕 郡 賀茂 

社 以東一 許 里に岡本生と 呼ぶ道場があ り， これは神戸百姓が 賀茂大神のために 建立したこ 

とを記す。 この道場は検非違使によって 股即 されていたが ， この日に神分であ ることを認 

められて再建を 許される。 

現在， 吉田山西 麓 に社殿があ る吉田社は， 藤原山陰 ( 仁和 4(888) 年没 ) が春日社の四神 

を祀って創始したという 伝承があ り，山蕗の子孫が 一条天皇の母后になったことから ，永 

延元 (987) 年に吉田 祭 が朝廷の祭に 昇格したという ( 福山 77 コ。 現在の社殿は 応仁 2(1468) 

年の兵火で焼失した 後，延徳元 (1489) 一明応 元 (1492) 年に再興したものであ り，福山敏男 

は 永徳 4 (1384) 年 2 月 24 口将軍議 満 寄進状に記した 社領の四至そのほかから ， @ 社地を京 

都市左京区吉田京都大学教養部南半部に 比定している [ 福山 77 コ 。 

賀茂社 は ついては，賀茂祭，賀茂斎王，雨乞い・ 雨 停止祈願などの 記事がしばしば 文献 

に 現われる。 『姉笑』貞観 4(862) 年 4 月 w2. 口条 をはじめとして ， 賀茂祭の前後の 日は，諸 

衛が警固し，禰宜はしばしば 官位を与えられる。 ㌍ 茂 社が大きな権 威を有していたことは ， 

天皇の葬送にまで 干渉していることからもうかがわれる。 

その他 以上のほかの 記事としては 天皇の遊猟，人の 目付，上地の 分与，山城国の 任 

官 に関するものがあ るが， ここでは天皇の 遊猟 と， 人の目付についてみる。 

『後み 已 』延暦 15(796) ザ ; Ⅱ同 29 日 条 をはじめとして ， 天皇が遊猟する 記事がしばしばあ る 

が， その遊猟 地 として愛宕 郡 栗栖野の地名がみえる。 それに対して『 続 俊紀』承和Ⅱ (844) 

年 11 月 4 日 条 によると，賀茂社の 禰宜が，王臣家人や 百姓等が北山で 鹿 鏑を取って川で 洗   
慶 6  (882) 年 12 月 21 同条には，                                                                                                                                     重ねて 禁ず 

るとみえる。 同条では他の 多くの場面でも 遊猟を禁じている。 『 続俊 紀』天長 10(833) 年 9 

同 25 日 条 には依然として 仁明天皇が栗栖野で 遊猟する 記宇 がみえるが，その 頻度は低下す 

る。 京 内外の清浄化という 名分の前には 天皇も白制せざるをえなかったようであ る。 

『 続 俊紀』嘉祥 2 (849) 年 1 月 3 口 条 には， 愛宕郁人の名金成人の 本居を改め， 右京六条 

三 切 に貫付するとあ る。 この頃 ，畿内と 畿 外の諸国から 平安京の京城に 人を買付する 記甲 

がしばしばみえるが ，同条も同様のものであ る。 それに対して『姉笑』貞観 6(864) 年 8 月 8 



    
目笑には，近江 国 犬上郡人の本 良宿祢諸 世を山城国愛宕 郡に 買付するとあ る。 同条には播 

磨 国 飾磨郡人を摂津国 嶋 上郡に買付するとの 記申 もあ り， この条をもって 愛宕 那が 京城に 

近い扱いを受けるようになったとまでは 言えないが，以後，愛宕 郡 には恒常的に 人を貫付 

することが注目される。 その出身地は ，甲斐，美濃，近江，弛後，備双，讃岐の 諸国が記 

されている。 

                                                                                                        鴨束と 直接関係するものをみると ， 吉田 

                        島辺 小付近に 葬地 ( 葬送 地 ) と寺院とがあ り，資料もこれに 関するものが 多い。 そ 

の間の地域では ， 八坂郷 に八 坂寺 と八坂東 院 ，岡崎には白河 院 があ ると記す。 また各所に 

小規模な道場が 建ち，神仏を 祀ったらしい。 そして愛宕 郡は 京外ではあ るが， 克 と密接な 

関係があ り， 京 近郊の性格をもっていたことが 判る。 

2  鴨 東の遺跡 

現在までに 嶋束 で調査された 遺跡のうち，平安時代以後の 遺構と遺物がまとまって 出土 

しているのは ，上白川廃寺，京都大学構内追跡，六勝寺関係の 遺跡であ り，そのほかに 若 

    トの 報告例があ る。 以下年代順にその 概要をみることにずる ( 第 60 図 ) 。 

平安前・中期 上 白川廃寺 ( 梅原 39, 浪貝 ・梶川編 76 コ，京都大学構内遺跡から 遺構と 

遺物が出土している。 

北 白川廃寺は東方 " 宇比と 西方塔比が調査されているが ， 2 手併存 計 もあ る。 奈良前期 

から平安中期までの 瓦が出土するが ，平安前・中期のものとしては 栗栖野瓦窯系と 小野 瓦     
窯 系 の 瓦 以外に，奈良型式の 重囲 文 軒瓦， 西 賀茂瓦窯と河上瓦窯の 軒瓦， 緑 和正片などが 

あ り，供給源が 多様であ る点は北山川廃寺と 異質であ ることが指摘されている C 上原 78 コ。 

瓦のぽかに， 土 - 師器 ，須恵器， 緑杣 陶器， 灰粘 陶器，銭貨などが 多数出土していて ，池や 

」 こ 坑を発見している。 現在までのところ 遺物は W,?2.3.? 区の北耶から B(,32.33 区の南部 

に至る地域と ，Ⅱ D33 図付近とでまとまって 出土している ( 以下地区名は 図版 1 を参照 ) 。 

病院構内では AFI4 区で護岸跡を 検出したが， ここからは平安中期の 遺物が出土してい 

る。 この護岸跡は 高野川系の礫で 埋宿 し，発見地点では 東南流するが ，大きくは西南流す 

る高野川， もしくはその 支流の護岸 跡 と考えうる。 ただしこの時期の 他の遺構は発 兄 して 

いない 口 東大理文研 78a コ 。 

岡崎では法勝寺跡から 平安Ⅱ ， 期の蓮華文軒丸瓦小片 1 点が出土しているが [ 木村， 畑 ・ 



    

上原 75 コ，当時の岡崎の 状況を示すような 遺構と造物は 発見されていない。 

平安後期 京都大学北部構内ては ， BG36 区の瓦 溜 ( 東大理文研 78b コ ， BE29 区の火 

葬 塚 ( 本年報第 3 苧 ), そのほかの遺構を 発見している。 遺物は」 ヒ耶 構内のほほ全域から 11. 

12 世紀の土器や 瓦か山 廿 する。 

病院構内ては ，平安中期の 撞 庁か 川水 て 埋没 つ るか，その後，川筋を」 ヒ西 へ移したらし 

く，護岸か砂礫 て埋横 した後に平安後期以後の 遺跡か立地する。 Ⅱ世紀後生以後の 造物か 

山上するか， 12 世紀に遺物の 山上 壷か 急激に増加する [ 東大胴香会 77, 東 大垣文机 78 む 。 

また北部構内と 病院極内の間に 位置する教養部構内と 医学部構内には 12 世紀中葉以後を 

主体とする遺跡か 形成される ( 本年報第 6 章 1, 第 2 章 ) 。   
  

病院構内を中心とする 地域てはほほ 真北をざす。   
と 研究かなされている。 こ                       触れる余裕かないため ，概要をみるのにととめる。 

  
六勝キ は ， 法 勝寺 ( 承暦 元 (1077) 年 12 月 18 口供養 ), 尊勝手 ( 康和ハ T102) 年 7 円ロ口供 

養 ), 最勝寺 ( 元永 元 (1118) 年 12 月 17 日供養 ), 円 脇寺 ( 大治 3(1128) 年 3 月 13 口供養 ), 成 

脇寺 ( 保延 5(1139) 年 10 月 26 口供養 ), 延 脇寺 ( 久安 5 (1149) 年 3 円 20 口供養 ) の順に造営す 

る。 位置については ，ニ集大路を 岬 東 に延良した道路の 工面に 怯勝 十の曲大門か 面 し，以 

後この延長された 二条大路にそって 造営されたという [ 他山 43 コ。 また院の御所について ， 

向阿南殿は二条大路床几，大炊御門人 路 大南，鴨川東，仏所小路面 に ， 白河北殿は大炊御 

門大路 末 」 ヒ ，中御門大路大南， 鵬 川東，仏所小路 曲 に比定されている ( 杉 ll 」 l:M2 コ 。 

現在，復原されている 白河条坊 ( 杉山 fn2, コ については，発掘 胴奄て検 正した報告を 知らな 
(6) 

い 。 たたし， 法 勝寺金堂 ( 杉山・梶川 75, 梶川 77 コ ，尊勝手建物・ 構 ( 杉山。 岡田 61 コ，尊勝 

手 p 地区建物に工 楽 ・藤村 73 コ ， 尊勝手跡推定地築地 ( 梶川・ 肢辺 77 コ等の造構は ，ほほ真北 

をさし，真北方位の 地割りか存在したことを 推定させる。 

鎌倉・室町時代 京都大学北部構内ては ，鎌倉時代にも 瓦葺の建物かあ り， BR2g 区 

の 火葬塚も原形を 囲めている。 しかし遺構は 若しく減少して ，室町前期には 火葬塚も姿を 

消す。 そして室町中期頃 にはし ほ しは瓦礫 溜 なっくり， この頃 から水田になる 地域か増え 

る。 なお BG34 区ては室町後期の 石仏か出ヒ し ， 葬 地の伝統をうかかわせる。 

                                                                                                                                          室町前。   
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医学部構内 A018 区は病院構内と 同様に，室町双・ 中期に遺構と 遺物が増加し ，室町後 

期には遺物が 減少して氷山となる。 なお 室 m 上前期以後の 遺構には， 墓と 考えうる 土坑と 建 

物とがあ る ( 本年報第 2 章 ) 。 

岡崎では尊勝寺跡推定地で 鎌 食時代から室町時代に 至る遺物が出土しているが ( 梶川・ 

                                                                                                                                                                              しばしば焼失と 再建   
には廃絶しているらしい。 

3  まとめ 

以上で 鴨 東と関係する 文献と考古資料を 概観したが， 鴨 束の開発と平安京との 関係を知 

るためには，まず 平安京を造営するにあ たって， どのような都とその 近郊が意図されてい 

たかを知る必要があ る。 

平安京の中では ，埋葬や私的な 堂舎の建築を 禁止するのをはじめとして ，各種の規制を 

行なったことが 知られている。 律令国家の王城には ，定められた 区域に定められた 格式の 

建物が建つことを 要求しているのであ るが， このような施策は 京内だけにとどまみない。 

先にみたよさに 京近郊では，身分・ 階層に応じた 葬 地を設定し，天皇家や 貴族の葬 地 には 

寺院を設置する。 そして一般の 埋葬を規制し ，私的な堂舎は 検非違使が 蝦即 することもあ 

る 。 京 内では現世の 格式を重んじているとするな り，                                                                                               

るといえよ う 。 西川幸治は， 「都城」がそれじたい 律令体制を象徴するものであ り，その実 

現に多大な努力がかたむけられたことを 示している ( 西川 7,n コ 。 順応に関しては ，吉田山 イ 」・ 

近 と鳥辺山付近が 葬地 であ り，それぞれ 吉田 寺 と愛宕 寺 ( 忌部 寺 ) が ィ寸 属する。 その間の地 

岡崎は藤原氏の 別業であ った。 

勿論このような 施策が完全に 実施されたわけではなく ，違反例が次第に 増加する。 そし 

て平安京は完成する 以前に，中世都市へむけての 変質が始まったとみるのが 妥当であ ろう。 

しかし少なくとも 平安前・ l- コ 期には， 京内 と京外， 京 外の 葬地 ・寺地とそれ 以外の地につ 

いて，為政者に 明確な認識の 差があ ったといえる。 この時期の京都大学北部構内の 遺跡は， 

この 芽地 ・寺地にあ たる。 

平安後期になると ， この様相は変化                                                                                                                                                   

再開発にあ たっては， 葬 地と 葬 地の間の地が 選ばれたことが 判る。 この地は平安双，中期 

の 遺跡が不明であ る。 また愛宕那の 北部では条里の 地割が方位を 束に振るが南部では 不明 

であ る ( 関野郡は北部では 方位を西へ振り ，南部では 貞北 をさす )[ 米倉 5f コ 。 したがって ， 
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平安後期の鴨 束 開発が，従来の 地割を改変してなされたか ，それにそって 行なわれたかは ， 

条里施行の有無を 含めて不明であ る。 しかし，いずれに せ よ，平安京は 本来，長方形で 左 

右対象の形に 意図され，色々の 規制を行なっていたのであ り，その平安京の 形を変えると 
(7) 

いう行為を公的に 行低うことは 重視する必要があ る。 

「平安京の形を 変える」という 点では，藤原道長の 法成寺造営 ( 寛仁 4 C1020) 年 建立 ) に， 

すでにその端緒をみることができる。 法成寺は，東京極大路の 東，土御門大路南，近衛大 

路地 の ，平安京と鴨川との 間の位置に造営し ，南大門から 二条大路床に 通じる道路を 束 朱 

                                                  してその南には 以前から藤原兼家の 私邸 ( 二条京極 第 ) があ り， 正暦 

3(992) 年に法興 院 となるが， これは二条大路 末 に面する。                                                                             

的な理由は，右京がすたれ 左京が盛んになっていくことや ，京を維持する 支配機構の変質 

に求めることができよう。 しかし，その 規模と計画性と 公的に行なったという 点とからみ 

て ，法勝寺造宮にはじまる 六勝寺と院の 御所の道常が 平安京変質の 大きな画期であ ること   
この頃 ，京都大学北部構内には 火葬 塚 なっくり，病院構内には 方位がほぼ真北をさす 遺 

構からなる遺跡ができるが ，これは従来の 葬 地 ・寺地と何に 新しく開発した 地域との関係 

を示すものであ る。 この時，高野川の 流路を北西に 移しているが ， この人エ申は 単なる洪 

水の防止だけでなく ，南の岡崎を 中心とする地域の 開発に必要だ つ たのであ ろう " 

鎌倉時代になると 京都大学北部構内では 遺構と遺物が 減少する。 それに対して 病院構内 

では平安後期には 及ばないが，依然として 相当量の遺構と 遺物を出土し ，両地域の盛衰は   
室町時代になると ，吉田山付近は 天皇家の葬地と                                                               

逆に遺構と遺物が 増加する。 また医学部構内 A018 区では室町前期以後，建物に 近接して 

墓と 考えうる 土 坑を掘るようになる。 平安時代には 厳しく禁じられた「死者を 家側に葬る 

こと」がもはや 通常のこととなっていることが 判る。 この岡崎を中心とする 地域は， しば 

しば兵火を受けながらも ，寺地・邸宅地として 存続するが，室町後期から 江戸前期にかけ 

て田畑化していく。 そして，この 段階では，もはや 北部構内と病院構内は ，遺跡の性格も 

大差のないものとなる。 永禄 12(1569) 年には織田信長が 二条御所 ( 二条城 ) をつくり，天正 

18(1590) ヰ - には豊臣秀吉が 京都市街の改造に 着手して，近世の 町並みが形成されていくが ， 
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鴨川を渡ると ，上白川， 吉 Ⅲ・岡崎一帯に 田畑がひろがる 景観も， この頃 形 づくられつつ 

あ ったのであ る。 

以上のように ，平安時代の 鴨束の開発は ，                                                                                     

次第にそれを 変質させ，新しい 枠組みを形成していったと 考えうる。 そしてそれは 平安京 

の変質と密接収関係を 持っていたのであ る。 

なお文献の解釈について ，京都大学大学院国史学専攻西山良平氏に 御 教示をいただいた。 

口口 

㈲ 本章では， 9 世紀を中心とする 文献資料をおもに 検討しているが ，これは平安京造営当時の 京 近 

交 l@@ こ対する施策を 知ることが以後の 展開を知るうえで 重要と考えるからであ る。 ここでとりあ げる 

もののほかに 検討すべき文献資料は 膨大にあ るが，本章をその 作業の第一歩としたい。 なお京都大 

学構内追跡と 関係する文献資料と 研究とをまとめたものとして 川上貢の論考があ る (@ Ⅱ 上 77 コ。 また 

平安時代の平安京と 山城国の文献史料を 年表にまとめたものとして 井上満郎・西山恵子の 集成があ 

る ( 井上 76, 井上・               
いる。 

㈹ 上 白川廃寺について は 粟田氏の氏寺とする 説 ( 角田 70 コと ，粟田芋 と 円覚寺の複合遺跡とする 考え     
(5) 創立供養，以下供養と 記す。 

(6) 岡田伊良「京都大学構内遺跡と 京・白河」 ( 本年報第 8 章 ) 参照。 

(7) 平城京では左京の 東に入京があ り，造営当初から 計画されていたとする 説もあ るが，平安京に 関 

しては，平安中期以前の 鴨 東 にその存在を 想定できない。 また平安後期の 岡崎は政治の 中心地であ 

り，丹東とは 性格を異にする。 
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京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 

第 Ⅰ 条 ホ部大学に埋蔵 文化財研究センター ( 以下「センター l という ) を置く。 

第 2 条 センターは， 只郡 大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 掘否 研究 及ひ その保存のため 必要な業務 

を行なう。 

第 3 条 センタ一にセンター 艮を置く。   
3  センター艮の 任 期は ， 2 年とし，何 % を妨けない。 

4  センター長は ， センタ一の所務を 悼理する 0 

第 4 条 センタ一に，必要に 応して，助教授，助手その 他の職貝を置く。 

第 5 条 センタ一に， 曲奄 研究 及ひ 保存に関する 茉 務を処理するため ，研究部を革 く   

2  研究部に モ 任を胃 ぎ ，前条の教 甘 をもって充てる。 

3  主任は，研究部の 業務をつかさとる。 

第 6 条 センタ一に，センタ 一の事業に関する 基本的計画，人中その 他管理運営に 関する 阜 要事項を審 

議するため，通常 協献 会を置く。 

2  通日 協儀 会は ， 次の各号に掲ける 委員 て 組織する。 

㈲ センター長。 

(2) センタ一の研究部の 主任。 

㈹ 前 2 号以外の学 品 経験 右 のうちから 総 k の委嘱した ど ，右下名。 

㈲ 事務局良政 ひ施没 部長。 

3  センター長は ，遥宮脇 よ 会を招集し， 議艮 となる。 

4  前各項に規定するもののほか ，運営 協戒 会の道 営 に関し必要な 事項は，運営 協 よ合 か 定める。 

第 7 条 この要項に定めるもののぽか ，センタ一の 糾 繊度 ひ 運営に関し必要な 事項は，センター 長 か 定 

める。 

セ、 ノタ 一良           
      
        
        
    事務室   
  泉 拓良 ( 又 ，」， 部 助手 )     
  大塚 喬枯 ( 事務局長 ) 
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京都大学構内遺跡調査会規約 

%,1 条 この公は，京都大学構内遺跡 掘査会 ( 以下「 梱 査公」という。 ) と称し，兄部大学の 委託により 

同大学 枯 内における建築物新宮工事等に 伴い必要な敵地内の 追跡 冊査 を行な う ことを日的とす 

る。 

第 2 条 占 香会は，事務所を 京都市左京区北自川西町財団住人阪本奨学会内に 直く。     
(2) 前号の曲 査 により山上した 埋蔵 文化財の保存，管理に 関する中頃 の 審患 。 

㈹ 埋蔵 文化財の曲 査 に関する発掘 凋合 概要報告 西 の 竹成 。 

(4) その他必要とする 事項。 

第 4 条 掘査 会に次の役員を 置く。 

Ⅲ 会長 1 名 。 

(2) 委員 

ィ 京都人学の学識経験者 若コ名 。 

ロ 新宮 工 中等の敷地の 属する京都大学の 部局の長または 部局附属施設の 長。 

ハ 新宮正中等の 敷地の所在する 地域の文化財保造 れ 政当局の推薦する 名 若干 名 。 

㈹ 監事若干 名 。 

2  会長は，前項第 2 号 40 委員の推 弗 する者とする。 

3  委員及 ひ監ヰは ，会長か委嘱する。   
ときは，退任する。 

第 5 条 会長は， 凋査 会を代表し業務を 総括する。 

2  委員は，委員会を 構成し，委員会の 議決に基づく 業務を執行する。 

3  監事は， 掘 全会の会計を 監査する。 

第 6 条 委員会は，会長友 ひ 委員をもって 組織する。 

2  委員会は，会長 か 招集し，店長となる。 

3  委員会は，新宮工事等の 敷地か京都市以覚の 地域にあ る場合 て ，必要と認めたときは ，部会を 

置くことかてきる。 

第 7 条 第 3 条の発掘調査の 実施に当たるため ， 曲査 会に曲 査班 を置 く   

2  脚 査 班長， 掘査 員及 ひ碍査 補助 貝 をもって組織する。 

3  冊五班長は，委員会の 患に 基 つき会長か委嘱する。 

4  週 査 員及 ひ冊査 補助 貝は ， 凋査 班長の 推九 により会長か 委嘱する。 

第 8 条 品査 会の事務を処理するため ， 繍杏会 に事務局を胃 く 。 

2  事務局に職員石下名を 閂 く 。 

3  職員は，会長か 任免する。   
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第 10 条 曲査 会は， 4 月 1 日に始まる年度 こ                                                             監事の監査を   
第 Ⅱ 集 この規約に定めるもののほか ，Ⅶ直会の 連出 に関し必要な 事項は，会長 か 定める。 

会長   
委員 樋口 隆康 ( 文学部教授 ) 

  西川幸治 ( 工学部教授 ) 

  内付 近 ( 教養部助教授 ) 

  泉 拓良 ( 埋 文研助手 ) 

  小野真海 ( 事務局Ⅲ、 務 部長 ) 

規約第 4 条Ⅰ 項 (2) ハ 中 ll@ 之 ( 京都市文化他 光 同文化財保護課長 ) 

規約第 4 条 i 項 (2) ロ 坂本健一 ( 農学部良 ) 

    
    

ク 位 / 礼一郎 ( 理学部事務長 ) 

    
事務局員 大八木邦雄 ( 施設部事務Ⅱ ) 

    
    
    

凋査 班長・ エ 佳 辰 拓良 ，宇野隆夫，岡田保典，吉野 治 雄 

冊査貝                     枯木朱美， ll@ はる 代 ，出陳人て て， ・ ト堀謙 。 折帖一志 

傭査 補助員 網谷克彦，井上豊春，岩崎 ィ ，上町店下，入野宮 子 ，岡田真紀，小泉隆司，中内 均 ， 

西野素生，原土，藤沢かおる ，藤村早め，藤原由 信 ， 藤舟 尚古，矢野智 了 ，Ⅱ @ 理子 

  赤沢俊男，井口 繁司 ，仙田イソ， h 十棲春弓 岩波手人 邸 ，木村栄 = 郎 ，小市末 之 ， 

小原 祥 -, 佐藤初枝， 柑木 きぬ 子 ，柚木さの， 棋木 マノ，小目まっ え ，・ l 村 コト， 

中村昭子，西村イン ，楠本庄次，柚木俊夫，橋本敏 冶 ，福井長治， 袖 Ⅲ文治，藤木 

恵夫 了 ，藤木さの，堀内千代， 森 m 勝晴 ，安田史郎，安田秀男， 吉 Ⅲ龍太郎 

職名は就任当時のものを 用い，京都大学の 職員に関しては 大学名を竹略した。         
一 
センタ ー 

  調査委員会 
  運営協議会 一 "   
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    委員   l 一 監事 
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東 大医学部遺跡 A018 区調査班 

    
二 % 名 医学部基礎医学研究室実験 窒 新宮 

    
    
冊査 弘長・ -     任 尿拓良 ，吉野治雄 

    
  9 名 

作業員 24 名 

末大理学。 部遺跡 RE29 区調査班 

    
工手者 理学部宇宙物理学科等校舎新宮 

  昭和 53 年 8 月 1 日 - 同工 0 月 7 日 

面積   
掘査 班長・主任 同 l Ⅱ 保良 ，吉野治雄，宇野隆夫 

囲査貝   
  3 名 

作業員 l7 名 

乗大農学部遺跡 BG32 区調査班 

    
工事 名   
    
面積   
凋査 班長・主任 泉拓良 ，宇野際大 

      1% コ 

    
東 大農学。 部遺跡 RR31 区調査班 

    
工事 名   
  昭和 53 年は月 1 ロ一同 12 月末口現在 丈施中 

面積   
冊査 班長・主 任 泉拓良 ，宇野隆夫 

占査員   
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教養部エレベータ 一新宮予定地試掘調査 

    
    
面積 80 ㎡ (8mX 5m2 ケ所 ) 

    
白河北殿 跡 比定地 AAl8 区試掘調査 

    
    
  40m,(2mXlom2 ケ所 ) 

担ヱ コ者   
本部構内   ト水 ポンプ新宮予定地試掘調査 

    
    
面積   
  宇野隆夫 

工学部電 """ 二 @ て Ⅰ工学科等校舎新宮予定地試掘調査 

    
    
  16 ㎡ (2m Ⅹ 2m4 ケ所 ) 

    
環境保全センタ 一重金属処理装置 室 新宮予定地試掘調査 

    
    
  8 ㎡ (2m Ⅹ 2m2 ケ所 ) 

    
病院画構内電気管埋設予定地試掘調査 

    
    
  24 ㎡ (2mX 2mf ケ所 ) 

担当者 宇野隆夫 



    

第 5 表 京都大学構内遺跡調査の 歴史   
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  調査   名   
AZ28 区 
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                      ｜ ｜ @ 

        
      

            
農学部 56     本 部 57  岡田保典ヰ双発掘         
医学部 58 宇野隆夫 立 
ANl8 区     の後，工事 

  
吉野治雄     

  阿 丹 府 束 部波 ｜   ｜           合 埋 79  工事続行 
高島町 

高 島 町 
教育委員会           宇野隆夫 工                   埋 79    工事続行               埋 79                                 

                埋 79  工ヰ続行 

    埋 79    工事続行     
        一                                           
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